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リレーコラム
白書「昭和百年」と畜酪の対米依存
続く「日本人胃袋占領」政策
　2025年度農業白書は、トピックスで「昭和百年」を踏まえ１世紀の食料・農業・
農村の変遷を振り返った。先の大戦の敗戦後、米国による軍事と食の “傘” に覆われ、
いまだに米国による “日本人胃袋占領” 政策が続く。こうした中で、酪農政策４つの
転機である「不足払い制度・雪印受乳削減・ガット合意・改正畜安法」も読み解きたい。

■「未来としての過去」と「農政の天地返し」
　白書の昭和元年（1926年）から昭和100年（2025年・令和７）の推移をみると、そ
れは日本経済のグローバル化に伴う食の洋風化、輸入自由化の拡大、農業・農村の
衰退と表裏一体を成すことが分かる。
　ここで、「未来としての過去」という
視座から「農政百年」、特に「戦後農政」
を振り返りたい。過去の歴史的出来事
からヒントを得て未来の展望を開くこ
とができないか。ドイツの社会哲学者
ユルゲン・ハーバーマスが提唱した「未
来としての過去」の視点が有効となる。
　現在の農政と農業者の置かれている
現況は、昨年、今年と年度末の３月に
２年連続で開催した「令和の百姓一揆」
が物語る。都心・青山公園での集会後
のトラクターデモには千葉市の酪農家
が先頭に立った。集会プラカードにあった「農政の天地返し」は、今の農政への生
産現場の不満、不安、不信が集約されていないか。「天地返し」は現行施策で軽視さ
れてきた中小、家族農家も含め農政の抜本的見直しを唱えたものだ。

■「４大転機」不足払い・雪印受乳削減・ガット合意・改正畜安法
　３大乳業メーカーはほぼこの100年前後に創業した。1917年の明治、森永、1925年
の雪印。そこで、いくつかの関連著書から「昭和百年」と農政・酪農を振り返りたい。
軸は酪農乳業の「４大転機」となった酪農不足払い制度、雪印需給削減事件、ガッ
ト農業交渉合意、改正畜安法だ。
　筆者の2025年７月の新著「激変！農政のゆくえ」（kkベストブック刊）は、「小泉
劇場再び」をはじめ社会問題になった「令和のコメ騒動」の真相を最も早く探った
農政ドキュメントだ。同著で米と牛乳の主軸２品目を取り上げた。昭和100年と農林
省創設（1925年）と重なることから「百年の誤読」、つまりは農政が１世紀にわたり “読
み違え” と指摘。第３章「ミルクのミライ」では改正畜安法の致命的欠陥と今後の酪
農乳業も展望した。全体を俯瞰するなら「日本酪農産業史」（前田浩史、農文協）が
参考になる。地方乳業史の記述が著者独自の視点だ。酪農政策は客観的な記述を心
掛けているが、実際の酪農乳業史は、生産者と乳業の激突の歴史の時期も長い。

・総合乳価要求と不足払い「片肺飛行」
　今年で60年となる1966年の加工原料乳補給金制度を含む酪農不足払い法は、特に
北海道酪農の礎となった。
　酪農振興、不足払い法と1962年の中央酪農会議設立は表裏一体の関係にある。中
酪創設50年時に、筆者は酪農乳業界の “生き証人” であり旧知の西原高一・元副会長
に当時の状況をインタビューした。西原氏は「不足払いで飲用を含め総合乳価を求
めたが、結局は加工原料乳に限定された。コメの財政負担が問題となり、政府が酪
農不足払いは「第二の食管」になりかねない」と危惧したためだと証言した。

「令和の百姓一揆」トラクターデモは酪農家を先頭に
走った（2026年３月29日、東京・青山公園で）
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　「昭和百年」を迎えた中で、歴史は正確に伝えられなければならない。業界紙の日
刊酪農乳業速報の４月２日付講演会の連載記事「不足払い法制定の舞台裏」の中で

「全中も反対だった。専門農協に集乳権を奪われるというのが理由だが」とあるのは、
間違いだ。ことの本質を理解していない証しでもあろう。むしろ反対は大手乳業で、
先の中酪・西原氏の証言にあるように農業団体は「飲用も含む総合乳価への不足払
い導入を求めていた」のだ。
　西原氏の上司で初代の中酪事務局長を務めた山口巌氏は著作「緑の旗の下で」（協
同組合通信社）で、不足払い法制定に尽力した農水省の桧垣徳太郎畜産局長（当時）
から「ガンちゃん、そんなに欲張るなよ。それを言うと両方ともパーになるよ」と
なだめられた。「ガンちゃん」とは山口氏の愛称。「両方パーになる」とは飲用含む
不足払いと加工限定の不足払い両方とも実現しなくなるとの意味だ。決して全中、
中酪など農業団体が総合農協と専門農協の利権争いで「不足払い反対」などではない。
　1980年６月の雪印による数県分の年間乳量にもあたる約15万トンもの「受乳削減」
は、その後の同社の地盤沈下につながる。ホクレンは酪農民の経営維持と生乳需給
安定へ北海道農協乳業（のちの「よつ葉乳業」）への配乳傾斜を加速していくからだ。
筆者が当時、駆け出しの記者として北海道で同事件を取材し、雪印創業者・黒沢酉
蔵にインタビューした最後の記者ともなった。

・自由化・大規模化・規制緩和「３点セット」と「2015年体制」
　今から33年前、1993年12月のガット農業交渉妥結は日本農業に「農業総自由化」
を迫ることになる。当時、筆者は日農ジュネーブ特派員としてガット最終合意を取
材した経験を持つ。
　1993年は歴史的に重要な出来事が重なった。記録的冷夏に伴う「平成のコメ騒動」、

「自民党の野党転落」、そして「コメの部分開放」を含むガット農業交渉合意だ。61
年基本法で明記した牛肉、乳製品、果樹といった「選択的拡大品目」の一層の市場
開放につながり、その後の日豪FTA、TPP交渉、日米貿易協議合意の「導火線」となっ
ていく。

・「官邸農政」改正畜安法と需給混乱
　改正畜安法は、「2015年体制」とされる当時の「安倍一強」による「官邸農政」の
もとで強行された。同法は、「官邸農政」による農協法改正の延長線に位置づく。一
元集荷多元販売の現行指定団体制度の廃止、生乳流通自由化を内容とした。
　その結果、北海道を中心に非系統の生乳自主流通グループが取り扱いを拡大して、
生乳需給調整の実効性が大きな課題となる。見直しの転機となったのは2025年度。
生乳需給緩和、脱脂粉乳の過剰在庫問題が放置できない状況となった。農水省は民
間のＪミルク基金による
脱粉在庫削減に呼応する
形で、需給調整基金への
参加を補助事業の条件と
する「クロスコンプライ
アンス」に踏み切った。
　60年前になぜ酪農不足
払い法を作ったのか。「需
給安定」確立と需要拡大
が期待できる官民挙げた
国産チーズ振興が今後の
大きな宿題だろう。

農政ジャーナリスト・元日本農業新聞論説委員長　伊本　克宜

「昭和百年」と農政・酪農を考える３冊。「緑の旗の下に」（山口巖）、
「日本酪農産業史」（前田浩史）、「激変！農政のゆくえ」（伊本克宜）。
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農業景況調査結果の概要

１．調査の概要
（１）調査時期：令和８年１月
（２）調査方法：往復はがきによる郵送アンケート及び

インターネット併用調査
（３）調査対象：スーパーＬ資金又は農業改良資金の融

資先のうち20,271先
（４）有効回答数：6,606先（回収率32.6％）
（内訳）
北海道稲作：656、都府県稲作：1,711、畑作：643、露
地野菜：681、施設野菜：602、茶：100、果樹：371、施
設花き：167、きのこ：53、北海道酪農：262、都府県酪
農：223、肉用牛：425、養豚：177、採卵鶏：120、ブロ
イラー：85、その他：330

（５）用語解説
　DI（Diffusion Index＝動向指数）とは、前回と比較
して業況が「良くなった（良くなる）」とする回答者の
構成比（％）から、「悪くなった（悪くなる）」とする
回答者の構成比（％）を差し引いた値で、上向き（プ
ラス値）、下向き（マイナス値）といった方向感を捉え
る指標である。

　日本政策金融公庫農林水産事業は令和８年３月19日、融資先の担い手農業者を対象に実施した「農業景況調査」（令和
８年１月調査）の結果を公表した。令和７年の農業景況DIは、稲作や茶などで大幅なプラス値となり、農業全体でプラ
ス値を維持したが、令和８年見通しはマイナス値に転じた。

２．調査結果の概要
（１）景況DI（表１参照）
　令和７年の農業全体の景況DI（10.5→29.0）は令和
６年実績から18.5ポイント上昇し、プラス値が継続し
た。業種別では、稲作（北海道：64.8→77.5、都府県：
50.8→81.9）、茶（▲3.0→81.0）などで大幅なプラス値
となった。酪農（北海道：▲28.2→14.1、都府県：▲
29.7→21.6）と肉牛（▲37.7→4.2）は、長年続いたマイ
ナス値からプラス値に転じた。
　農業全体の令和８年見通し（29.0→▲7.3）は令和７年
実績から36.3ポイント低下し、マイナス値に転じた。業
種別にみると、茶（58.0）などで引き続きプラス値となっ
た一方、稲作（北海道：77.5→▲29.2、都府県：81.9→▲
20.8）、きのこ（9.4→▲24.5）などでマイナス値に転じた。
酪農は北海道（6.5）、都府県（7.2）ともに引き続きプラ
ス値となったが、肉牛（▲12.6）は再びマイナス値に転
じた。

（２）収支DI（表２参照）
　令和７年の農業全体の収支DI（7.5→24.9）は令和

表１　景況DIの推移（抜粋）
平成29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 見通し
農業全体 21.2 ▲ 11.1 6.0 ▲ 24.9 ▲ 29.6 ▲ 39.1 ▲ 26.9 10.5 29.0 ▲ 7.3

北海道稲作 39.7 ▲ 51.8 26.5 ▲ 3.6 ▲ 55.2 ▲ 44.3 ▲ 49.3 64.8 77.5 ▲ 29.2
都府県稲作 10.3 ▲ 10.7 11.4 ▲ 33.4 ▲ 55.9 ▲ 39.5 ▲ 22.1 50.8 81.9 ▲ 20.8
北海道酪農 44.8 25.0 30.3 ▲ 19.3 ▲ 32.8 ▲ 87.7 ▲ 56.8 ▲ 28.2 14.1 6.5
都府県酪農 12.6 2.5 8.4 ▲ 16.4 ▲ 39.5 ▲ 84.8 ▲ 45.7 ▲ 29.7 21.6 7.2

養豚 59.4 ▲ 27.2 ▲ 4.1 44.3 ▲ 36.4 ▲ 74.2 ▲ 31.7 4.7 10.2 9.6
肉用牛 17.5 4.7 ▲ 0.2 ▲ 43.9 ▲ 3.1 ▲ 62.0 ▲ 52.1 ▲ 37.7 4.2 ▲ 12.6

出典：「農業景況調査(令和８年１月調査)」(日本政策金融公庫 農林水産事業本部)、以下同じ。
　注）景況DIは農業経営が「良くなった・良くなる」とする構成比（％）から「悪くなった・悪くなる」とする構成比（％）を差し引いたもの。

表２　収支DIの推移（抜粋）
平成28年 29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年

農業全体 16.7 14.7 ▲ 20.1 ▲ 1.5 ▲ 27.6 ▲ 35.1 ▲ 43.1 ▲ 32.1 7.5 24..9
北海道稲作 ▲ 13.7 43.0 ▲ 63.3 17.9 ▲ 1.8 ▲ 57.6 ▲ 50.3 ▲ 51.0 66.7 75.9
都府県稲作 23.8 2.2 ▲ 18.8 4.5 ▲ 38.5 ▲ 60.5 ▲ 43.5 ▲ 29.1 50.1 80.2
北海道酪農 57.0 36.8 7.4 17.6 ▲ 24.3 ▲ 45.9 ▲ 86.3 ▲ 58.6 ▲ 33.8 11.9
都府県酪農 48.4 1.7 ▲ 3.3 ▲ 3.6 ▲ 14.5 ▲ 45.9 ▲ 86.7 ▲ 45.2 ▲ 32.4 11.2

養豚 19.1 57.9 ▲ 34.9 ▲ 7.8 47.0 ▲ 43.1 ▲ 66.0 ▲ 30.7 14.7 2.3
肉用牛 48.6 7.0 ▲ 4.1 ▲ 7.3 ▲ 48.4 ▲ 12.3 ▲ 64.4 ▲ 55.7 ▲ 40.7 1.1

　注）収支DIは収支実績が「良くなった」とする構成比（％）から「悪くなった」とする構成比（％）を差し引いたもの。
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６年実績から17.4ポイント上昇し、プラス値が継続し
た。業種別にみると、稲作（北海道：66.7→75.9、都府
県：50.1→80.2）、茶（▲2.9→75.0）などで大幅なプラス
値となった。酪農（北海道：▲33.8→11.9、都府県：▲
32.4→11.2）は、長年続いたマイナス値からプラス値に
転じた。

（３）資金繰りDI（表３参照）
　令和７年の農業全体の資金繰りDI（▲0.7→17.6）は令
和６年実績から18.3ポイント上昇し、プラス値に転じた。
業種別にみると、稲作（北海道：41.5→65.0、都府県：
34.9→67.7）、茶（▲11.8→60.0）、採卵鶏（▲25.3→54.7）
などで、大幅なプラス値となった。酪農は北海道（▲
40.1→3.5）、都府県（▲34.8→3.6）ともに、長年続いた
マイナス値からプラス値に転じた。
　農業全体の令和８年見通し（17.6→▲12.1）は令和７
年実績から29.7ポイント低下し、マイナス値に転じる見
込みである。酪農（北海道：▲10.3、都府県：▲8.1）も
再びマイナス値に転じる見込みである。

（４）販売単価DI（表４参照）
　令和７年の農業全体の販売単価DI（47.2→53.5）は令
和６年実績から6.3ポイント上昇し、プラス値が継続し
た。業種別にみると、稲作（北海道：85.9→88.6、都府県：
89.1→94.8）、茶（6.9→83.0）、酪農（北海道：16.6→63.7、
都府県：14.2→75.6）、採卵鶏（▲7.6→90.8）などで大幅
なプラス値となった。また、肉用牛（▲33.1→24.9）、ブ
ロイラー（▲2.8→31.8）もプラス値に転じた。

（５）生産コストDI（表５参照）
　令和７年の農業全体の生産コストDI（▲79.4→▲77.8）
は令和６年実績から1.6ポイント上昇したものの、大幅
なマイナス値が継続した。業種別にみると、全業種で大
幅なマイナス値となった。

（６）雇用状況DI（表６参照）
　令和７年の農業全体の雇用状況DI（▲37.4→▲35.9）
は令和６年実績から1.5ポイント上昇したものの、マイ
ナス値が継続した。業種別にみると、全業種で大幅なマ

表３　資金繰りDIの推移（抜粋）
29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年見通し

農業全体 15.5 ▲ 4.7 0.4 ▲ 16.3 ▲ 24.7 ▲ 37.2 ▲ 26.4 ▲ 0.7 17.6 ▲ 12.1
北海道稲作 23.8 ▲ 30.4 7.9 ▲ 1.5 ▲ 40.4 ▲ 40.4 ▲ 38.4 41.5 65.0 ▲ 12.8
都府県稲作 7.3 ▲ 5.9 4.9 ▲ 22.0 ▲ 41.6 ▲ 34.6 ▲ 24.9 34.9 67.7 ▲ 1.8
北海道酪農 36.3 21.1 24.9 ▲ 12.0 ▲ 30.3 ▲ 75.6 ▲ 48.1 ▲ 40.1 3.5 ▲ 10.3
都府県酪農 16.4 5.4 1.6 ▲ 6.7 ▲ 41.9 ▲ 80.6 ▲ 42.2 ▲ 34.8 3.6 ▲ 8.1

養豚 55.6 ▲ 7.1 2.3 37.7 ▲ 24.5 ▲ 61.4 ▲ 43.9 2.3 ▲ 2.9 ▲ 6.2
肉用牛 16.9 8.7 0.7 ▲ 25.6 ▲ 8.4 ▲ 55.4 ▲ 54.0 ▲ 37.4 ▲ 13.2 ▲ 29.9

　注）資金繰りDIは資金繰りが「楽になった」とする構成比（％）から「厳しくなった（苦しくなった）」とする構成比（％）を差し引いたもの。

表４　販売単価DIの推移（抜粋）
平成28年 29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年

農業全体 26.1 24.3 2.1 ▲ 6.9 ▲ 42.2 ▲ 42.6 ▲ 6.4 10.6 47.2 53.5
北海道稲作 19.9 54.4 ▲ 5.9 ▲ 2.4 ▲ 48.3 ▲ 83.5 ▲ 15.7 16.4 85.9 88.6
都府県稲作 33.4 36.0 16.9 13.4 ▲ 64.9 ▲ 83.9 ▲ 6.5 23.1 89.1 94.8
北海道酪農 79.3 67.8 47.6 33.0 ▲ 37.8 ▲ 53.2 ▲ 62.7 12.4 16.6 63.7
都府県酪農 50.7 14.4 17.6 34.2 ▲ 23.7 ▲ 36.5 2.9 40.3 14.2 75.6

養豚 ▲ 15.1 63.6 ▲ 55.0 ▲ 24.5 52.8 ▲ 21.8 36.9 19.2 62.7 36.2
肉用牛 76.4 17.1 20.4 ▲ 21.5 ▲ 62.6 ▲ 4.3 ▲ 45.1 ▲ 52.9 ▲ 33.1 24.9

　注）販売単価DIは生産物の販売価格が「上昇した」とする構成比（％）から「下落した」とする構成比（％）を差し引いたもの。

表５　生産コストDIの推移（抜粋）
平成28年 29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年

農業全体 ▲ 19.1 ▲ 25.2 ▲ 37.1 ▲ 38.8 ▲ 36.2 ▲ 68.1 ▲ 88.3 ▲ 84.6 ▲ 79.4 ▲ 77.8
北海道稲作 ▲ 24.2 ▲ 18.8 ▲ 36.9 ▲ 40.4 ▲ 33.7 ▲ 67.5 ▲ 89.6 ▲ 90.6 ▲ 79.0 ▲ 82.0
都府県稲作 ▲ 11.5 ▲ 11.2 ▲ 18.2 ▲ 19.3 ▲ 30.8 ▲ 56.3 ▲ 82.7 ▲ 80.3 ▲ 72.9 ▲ 70.8
北海道酪農 ▲ 4.9 ▲ 35.2 ▲ 48.2 ▲ 37.1 ▲ 45.4 ▲ 81.0 ▲ 95.1 ▲ 88.5 ▲ 85.4 ▲ 75.2
都府県酪農 ▲ 0.7 ▲ 32.9 ▲ 40.4 ▲ 46.6 ▲ 38.5 ▲ 81.4 ▲ 95.6 ▲ 75.2 ▲ 67.5 ▲ 56.9

養豚 16.9 12.1 ▲ 37.0 ▲ 24.7 ▲ 19.1 ▲ 85.7 ▲ 97.5 ▲ 79.2 ▲ 54.3 ▲ 62.2
肉用牛 ▲ 37.3 ▲ 41.3 ▲ 46.7 ▲ 37.4 ▲ 30.9 ▲ 80.8 ▲ 91.7 ▲ 87.3 ▲ 75.6 ▲ 75.4

　注）生産コストDIは、生産の費用（コスト）が「下がった」とする構成比（％）から「上がった」とする構成比（％）を差し引いたもの。

表６　雇用状況DIの推移（抜粋）
平成28年 29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年

農業全体 ▲ 33.6 ▲ 36.8 ▲ 34.7 ▲ 34.9 ▲ 32.0 ▲ 35.6 ▲ 37.0 ▲ 37.6 ▲ 37.4 ▲ 35.9
北海道稲作 ▲ 35.6 ▲ 39.0 ▲ 41.2 ▲ 36.9 ▲ 38.4 ▲ 36.4 ▲ 40.8 ▲ 39.7 ▲ 38.5 ▲ 37.1
都府県稲作 ▲ 27.3 ▲ 27.8 ▲ 27.6 ▲ 29.5 ▲ 28.4 ▲ 29.7 ▲ 36.0 ▲ 37.5 ▲ 41.8 ▲ 39.9
北海道酪農 ▲ 45.0 ▲ 52.5 ▲ 44.1 ▲ 38.7 ▲ 31.9 ▲ 42.1 ▲ 39.8 ▲ 38.5 ▲ 42.9 ▲ 39.7
都府県酪農 ▲ 28.0 ▲ 27.6 ▲ 26.3 ▲ 35.3 ▲ 27.5 ▲ 35.9 ▲ 31.7 ▲ 34.3 ▲ 31.7 ▲ 32.4

養豚 ▲ 44.5 ▲ 44.3 ▲ 32.7 ▲ 29.8 ▲ 26.3 ▲ 36.0 ▲ 35.3 ▲ 34.6 ▲ 32.3 ▲ 33.0
肉用牛 ▲ 28.7 ▲ 34.3 ▲ 32.4 ▲ 32.9 ▲ 33.2 ▲ 31.6 ▲ 33.4 ▲ 37.4 ▲ 34.3 ▲ 33.1

　注）雇用状況DIは、雇用状況の実績が「過剰である」とする構成比（％）から「不足である」とする構成比（％）を差し引いたもの。
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イナス値が継続した。

（７）令和７年の設備投資
１）設備投資の実施状況（図１参照）
　農業全体では設備投資を「実施した」が
79.8％と約８割を占めた。業種別にみると、
稲作（北海道：86.7％、都府県：88.9％）、畑
作（80.2％）、露地野菜（80.1％）で特に高く、
８割超となった。畜産では、養豚（78.0％）
が最も高く、酪農（北海道：72.4％、都府県：
71.4％）は約７割であった。
　一方、設備投資を「実施していない」は施
設花き（37.1％）、肉用牛（35.2％）、ブロイラー

（32.5％）で高くなった。

２）実施した設備投資の種類（図２参照、抜粋）
　農業全体では「効率化投資」（41.3％）が
最も高く、次いで「更新投資」（37.4％）、「持
続可能な農業に向けた投資」（25.5％）となっ
た。業種別にみると、稲作（北海道：50.5％、
都府県：49.8％）、露地野菜（45.0％）、畑作

（44.8％）などで「効率化投資」の割合が最も
高くなった。きのこ（50.9％）、酪農（北海道：
36.0％、都府県：41.8％）、養豚（41.8％）な
どでは、「更新投資」の割合が最も高くなった。

（８）令和８年の設備投資
１）設備投資予定ありの比率（表７参照）
　農業全体では令和８年に「設備投資予定
あり」とする比率（52.0％→57.1％）は、令
和７年から5.1ポイント上昇した。特に耕種
では稲作（都府県：73.9％）、畜産では養豚

（54.8％）が最も高くなった。肉用牛（37.3％）
は４割以下と他業種に比べて低くなった。
　なお、「設備投資予定あり」と回答した先
のうち、47.2％が昨年に比べ設備投資額が「増
加する」と回答している。

２）実施予定の設備投資の種類（図３参照、
抜粋）

　農業全体では「効率化投資」（55.9％）が
最も高く、次いで「更新投資」（46.7％）、「持
続可能な農業に向けた投資」（31.2％）となっ
た。
　業種別にみると、稲作（北海道：58.0％、
都府県：60.8％）、北海道酪農（55.0％）で「効
率化投資」の割合が最も高くなったが、都府
県酪農（61.3％）では「更新投資」の割合が
最も高くなった。

表７　設備投資予定ありの比率の推移（抜粋）
単位：％

30年 令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年
農業全体 46.6 44.3 44.3 46.1 46.3 45.0 48.9 52.0 57.1

北海道稲作 45.2 41.0 43.2 42.3 41.1 44.0 46.8 57.5 65.8
都府県稲作 49.8 47.0 49.1 51.2 49.1 51.7 54.4 64.6 73.9
北海道酪農 46.1 44.3 43.7 40.8 38.6 33.2 34.5 37.5 43.2
都府県酪農 49.4 48.4 42.2 45.1 44.6 32.3 41.8 42.9 51.4

養豚 58.0 45.5 50.2 54.0 51.2 45.6 56.9 56.7 54.8
肉用牛 46.2 45.1 48.5 42.0 48.6 40.4 37.9 33.0 37.3
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①

米国酪農の構造とコストの変化
－ 農場数が減少し、生産量が増加する米国酪農 －1

　1930年代以降、米国の生乳生産量は増加した一方、酪農場数は減少している。過去数十年で、より少な
い農場がより多くの生乳を生産するようになった。米国農務省経済調査局（USDA/ERS）の研究者たちは、
USDAの農業資源管理調査（ARMS）データおよび米国農業統計局（NASS）の農業国勢調査データを用
いて、この変化の背後にある要因を詳しく調査した（Structure, Costs, and Technology Used on U.S. 
Dairy Farms）。彼らは、より大規模な酪農場への構造的変化が、酪農場の先進的な技術や管理手法の利用
増加と同時に起こったことを明らかにした。酪農場が先進的な農業技術を取り入れ、規模を拡大するにつれ
て、乳牛の生産性が向上し、これら大規模な酪農場における単位当たり生乳生産コストは低減している。

１．生乳生産量は増加したが酪農場数は減少
　米国の生乳生産量は2004年の1,708億ポンドから
2024年には2,259億ポンドへと32.3％増加した。生
産量の増加の一部は、生産性の向上、つまり１頭
当たり平均生産量の増加に起因している。１頭当
たり平均生産量は2004年の18,960ポンドから2024
年には24,178ポンドに27.5％増加した。しかし、１
酪農場当たり生乳生産量の増加の大部分は、乳牛
飼養頭数で測定される経営規模の拡大に起因して
いる。2002年から2022年の間に、1,000頭未満の乳
牛を飼養する酪農場数は減少し、1,000頭以上の酪
農場数は60％増加した。同時に、酪農場の平均規
模も拡大している。USDAのARMSデータによる
と、米国の酪農場の平均規模は、2000年の112頭か
ら2021年には283頭に増加した。このように酪農場
の平均規模は拡大したが、登録された酪農場数は、

2004年の66,825から2024年には24,811へ62.9％減少
した。

２．技術と管理手法の変化によって生産性が向上
　新技術や高度管理手法の導入は、米国の酪農場
における乳牛の生産性向上に寄与した要因の一つ
である。2000年から2021年の間に、繁殖学、栄養学、
飼養管理技術の進歩により乳牛１頭当たりの平均
生乳生産量が増加し、これらを用いた酪農場から
の市場販売シェアも増加した。これら新技術や高
度管理手法の中には、利用にあたり規模の制約を
受けるものもあり、それを導入するためには越え
なくてはならない最低規模がある。大規模酪農場
に、より適している新技術や高度管理手法が多い。
　ARMSによる継続する酪農調査では、いくつか
の技術や管理手法の採用率が記録されている。こ



08 Japan Dairy Council No.624

TOPICS

れらの中には、搾乳個々に関するデータを収集す
るコンピュータ制御の搾乳システムや、個々の乳
牛を特定して給餌時間を調整するコンピュータ制
御の給餌システムが含まれる。生産者は、従来の
１日２回の搾乳ではなく、１日に３回以上搾乳し、
従来の牛舎内搾乳システムよりも大きな群れを収
容できるミルキングパーラーを利用するなど、特
定の管理手法を採用している。繁殖プログラムに
は、人工授精、胚移植、精液の性判別などの実践
が含まれる。一方、かつて泌乳を促進するために
一般的に使われていた成長ホルモンである組換牛
ソマトトロピン（rbSTまたはrbGH）の使用は、マー
ケティング上の懸念により大幅に減少している（図
１参照）。
　そのような変化にともない、2000年から2021年
の間、先進的な繁殖技術を用いた酪農場からの生
乳販売の占める割合は76％から96％に、ミルキン
グパーラーのそれは70％から88％に、１日３回以
上搾乳のそれは19％から50％に、コンピュータ制
御された給餌システムのそれは22％から52％に、
コンピュータ制御の搾乳システムのそれは20％か
ら45％に増加した。一方、組換牛ソマトロピンを
使用した酪農場からの生乳販売の割合は、2000年
の35％から2021年には２％まで減少した（図２参
照）。

３．価格や規模も酪農場の収益性を左右する要因
の一つ

　販売される生乳や投入財の価格によっては、酪
農事業の収入で必ずしも生乳生産費用を賄えるわ
けではない。2000年から2024年の間、すべての年

で平均的な酪農場の販売収入は飼料コストを上
回っていた。また、2009年と2012年の２年間を除
き、平均的な酪農場の販売収入は、飼料、労働、
資材、サービスを含む経営コストを上回っていた。
さらに、建物、設備、保険などの資産に関連する
経営および所有コストを、25年間のうち13年間で
平均的な酪農場の販売収入が上回っていた。しか
し、平均的な酪農場の販売収入では、労働や土地
などの機会費用を含む総経営コストを、わずか４
年（2007、2014，2022、2024）しか賄えなかった。
　酪農場の規模は、単位当たりの生乳生産コスト
に影響を与える要因である。特に資本や労働費、
新技術や慣行技術の導入にかかる初期費用は、酪
農場の飼養規模が拡大するにつれて生産量に分散
させることができる。2000年から2021年の間に、
飼養規模の拡大に伴って生乳単位当たりの総コス
トは減少した。例えば2021年には、50頭未満の飼
養規模では100ポンドの生乳を生産するための総コ
ストは42.71ドル、2,000頭以上の酪農場では19.14
ドルであった。
　しかし、生乳生産コストに影響を与えるのは酪
農場の規模だけではない。販売された生乳1単位当
たりの高コストおよび低コストの酪農場は、使用
する技術、経営の管理方法、使用している生産シ
ステムの種類、生乳販売に対する収益、投入財の
支払いに応じて、あらゆる規模階層で散見された。
労働者が働く環境でさえ影響を与えることもある。
総生産コストを生乳販売収益でカバーできる酪農
場もカバーできない酪農場は、あらゆる規模階層
でみられる。
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②

肥料供給と食料安全保障を強化
するEU肥料行動計画の概要2

　欧州委員会は2026年５月19日、肥料行動計画を採択した。この計画は肥料の価格上昇と供給不足に直
面する農家を支援する目的で、肥料の国内生産を強化し、輸入依存を減らすための取り組みである。これに
よって、食料安全保障の確保とEUの戦略的自律性の強化に直接貢献し、高い水準の気候・環境目標の追求
に寄与することが期待されている。

１．肥料行動計画の背景
　肥料は農業の生産性向上、農業の存続可能性、
食料安全保障の維持に不可欠であり、農家にとっ
て生産コストの大きな割合を占めている。近年に
おける地政学的衝撃と供給の混乱により肥料価格
は急騰し、EU全土の農家にますます大きな経営面
の圧力をかけている。
　肥料価格の上昇は、農家に施用量の削減や耕作
地の縮小を余儀なくし、作物の収量、食料の生産
量、そしてEUの農業部門の回復力を脅かすリスク
がある。したがって、次の播種シーズンが近づく中、
農家は手頃な価格の肥料を確実に入手する必要が
ある。同時に、肥料の海外依存を減らし、将来の
地政学的衝撃に強く耐えるために、より強靭で競
争力のある循環型国内肥料産業を育成しなければ
ならない。EUは、窒素肥料の約30％、リン酸肥料
の約70％、カリ肥料の約40％を輸入に依存してお
り、中東情勢の緊迫化に伴い、2026年４月のEU域
内の肥料価格は24年平均比で70％上昇している。
　この状況への継続的な対応の一環として、欧州
委員会はすでにいくつかの措置を講じている。温
室効果ガス（GHG）の排出量算定ルールの例外
措置の導入によって、国際貿易の炭素価格制度で
ある炭素国境調整メカニズム（CBAM：Carbon 
Border Adjustment Mechanism）規則が肥料に及
ぼす影響を軽減し、肥料が唯一の恩恵を受ける商
品となった（肥料にのみ10％の代わりに１％のマー
クアップを適用する）。欧州委員会は2026年２月、
主要な窒素肥料およびその生産用投入財（アンモ
ニア、尿素）に対する一時的な免税関税割当も提
案した。2026年４月には、中東危機の影響を受け
た農業を含む分野を支援するための一時的な国家
援助枠組みを採択した。同時に、欧州委員会は関
係者とのハイレベル対話を開催し、肥料行動計画
の策定やEU肥料システムの持続可能性、競争力、
回復力強化のための措置を特定した。
　最近の供給混乱と価格変動により、EU全土の農
家に対する圧力が高まり、肥料供給の外部衝撃に
対するEU農業の脆弱性が露呈している。EUの肥
料生産は天然ガスに大きく依存しており、天然ガ
スは窒素肥料生産の重要な原材料であると同時に

重要なエネルギー源でもある。2022年に採択され
た肥料コミュニケーションを踏まえた肥料行動計
画は、供給価格の手頃さと安全性の確保を目指す
即時支援策と、国内肥料生産の強化、供給の回復
力の向上、バイオベース・低炭素・循環肥料への
移行を加速する長期的な行動を組み合わせている。
　欧州委員会のウルズラ・フォン・デア・ライエ
ン委員長は、「この行動計画により、私たちはより
強力にEUの肥料産業への投資を通じて、EUの農
家を支援し、持続可能な自国産への転換策のイノ
ベーションを加速させている。現在進行中の化石
燃料危機は、気候変動と経済的回復力が密接に関
連していることを示している。だからこそ、EUは
持続可能性、手頃な価格、そして域内産業の強さ
に基づく未来を築いているのです。」と述べている。
　また、クリストフ・ハンセン農業・食糧局長は、「食
料安全保障は肥料の安全保障から始まる。EUは農
業を支える栄養素を他者に依存せず、より多くの
生産を増やさなければならない。この行動計画は、
EUの食料生産と競争力を強化し、戦略的自律性を
確保するためのものである。短期的には、次の収
穫期に必要な肥料を購入できるようにEUの農家を
支援する。長期的には肥料の国内生産を強化し、
バイオベースの肥料代替品開発の可能性を拡大す
る。この行動計画は、EU、加盟国内、民間のあら
ゆるレベルでの投資と行動を通じて、肥料に関す
るEUパートナーシップを実現する。」と、肥料行
動計画の意義を強調している。

２．肥料行動計画の内容
（１）農家の肥料入手をめぐる状況を改善する
　欧州委員会は、現行の共通農業政策（CAP）予
算の範囲内で、肥料コストの高い農家に対して、
対象を絞った特別な支援を提供している。具体的
には、農業準備金を大幅に強化するためにEU予算
を動員することを提案する。この財政パッケージ
は、夏前に発表され、次の生産サイクルに備える
農家に即効性のある経済的支援を提供し、農業生
産の持続性に寄与することを目的としている。
　追加の短期的な支援策として、委員会は加盟国
が現行のCAP戦略計画に基づく支援を最大限に活
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用できるよう、ターゲットを絞った立法パッケー
ジを提示する。これには、キャッシュフローを支
援する新しい流動化計画、前払いの柔軟性向上、
肥料使用の削減・最適化、バイオベースの肥料へ
の移行、必要に応じて、農場の経営改善への投資
を促す効率的な農業実践への強化インセンティブ
が含まれる。
　農家支援のためのさらなる取組は、より良い肥
培管理、肥料効率の高い農業慣行の開発と普及支
援、そしてCAPに基づく農業アドバイザリーサー
ビスの強化に焦点を当てる。
　委員会はまた、バイオガス生産の副産物である
発酵残さ（メタン発酵消化液）の使用を促進する
ための措置を適切な環境保護措置として提示する。
さらに、硝石指令の今後の評価に伴い、現場の経
験に基づき農業の現実により適合させるために、
いくつかの実施規則を明確にする。

（２）肥料の国内生産を強化し、循環型経済と脱炭
素化を促進する

　欧州委員会は、国内肥料産業の支援、脱工業化
の防止、安定した供給の確保など、輸入依存を減
らすための措置を講じる。循環性を促進し、GHG
排出量を削減するために、EUの代替手段の利用を
奨励する。これには、有機肥料やバイオベースの
肥料代替品、従来の鉱物製品の代替品のより広範
な利用が含まれる。その他の取組には、藻類バイ
オマス、新たな土壌強化剤、微生物溶液、バイオ
刺激剤、さらに下水汚泥からの窒素とリンの回収
が含まれる。
　 今 後 の 排 出 権 取 引 制 度（ETS：Emissions 
Trading System）見直しの一環として、先入観を
持たずに、肥料業界に対する追加的緩和が製造過
程における脱炭素化、バイオベースおよび循環肥
料の生産増加、EUにおける国内生産物の入手可能
性と手頃な価格の確保を伴うよう、選択肢を検討
する。これにより、農家の肥料の入手と手頃な価
格が確保され、EU産肥料製品の普及が促進され、
最終的には国内産業に利益をもたらす。
　委員会はまた、民間収入と公共収入（加盟国財源、
CAP、欧州競争力基金、ETS収入）を結集し、脱
炭素農業と炭素除去に適切なインセンティブを提
供する方法を検討する。同時に、委員会は不要な
行政手続きや市場の障壁を削減し、持続可能な国
内生産肥料の需要を増やすための新たな措置を提
案する。これにより、EU単一市場の機能がより改
善される。循環型経済の実践をさらに効率化する
ため、委員会は廃棄物枠組指令の評価に関連した
措置を評価し、動物およびその他の副産物の管理
を簡素化する。
　さらに、肥料分野がグリーンイノベーションや
近代化への資金調達で他分野に遅れを取らないよ
うにも取り組む。既存の資金は、バイオガスやバ
イオメタンの生産、そしてメタン発酵消化液の価

値化や栄養塩回収の拡大を可能にする廃水インフ
ラ投資を支援するために動員される。

（３）肥料市場の透明性向上、監視強化、関係者間
の対話強化を図る

　円滑に機能する肥料市場には、バリューチェー
ン全体にわたる政策立案者と関係者間の透明性と
構造化された対話が必要である。そのため、欧州
委員会はEU肥料バリューチェーンパートナーシッ
プを開始し、肥料生産者、農家、加盟国を結集し、
これらの課題を克服し、EU全体で手頃な価格で継
続的な食料安全保障を守るための共通の道筋を模
索する。このパートナーシップの下、今後数か月
以内に、肥料の生産、供給、マーケティング、使
用における課題に対する解決策を策定するため、
チェーン内のすべての関係者と共に初の政策対話
が開催される。その結果は、農家と産業双方にとっ
て実現可能な解決策を模索するための基盤となる。
　さらに、欧州委員会は市場監視や早期警戒能力
を強化し、EUにおける肥料に関する定期的かつ最
新のデータの利用を確保するための枠組を提案す
る。その一環として、委員会は炭素国境調整メカ
ニズム（CBAM）および排出権取引システム（ETS）
に関連するコストが、農家が支払う肥料価格にど
のように転嫁され、最終的には食料価格にどのよ
うに転嫁されるかを評価する報告書を作成する予
定である。
　 な お、 肥 料 市 場 観 測 所（Fertilizers market 
observatory）は引き続き市場情報の中心的なプ
ラットフォームとして機能し続ける。また、市場
の機能、価格、在庫に関するデータの収集を改善
することも強化される。この肥料市場観測所は、
委員会の専門家グループから成るフォーラムであ
り、肥料市場のデータの特定、収集、交換、普及
および価格、貿易、生産に関する短期分析を担当
している。このグループは、肥料市場の動向に影
響を与える経済的およびその他の関連要因につい
て委員会に助言と専門知識を提供し、市場の透明
性向上を支援する。市場の透明性向上は、サプラ
イチェーンの機能改善を生み出し、農家や肥料生
産者が肥料の入手可能性と手頃な価格を確保する
ための生産・投資判断を容易にする可能性が高い。
　これらの取組を推進するため、委員会は主要な
肥料や資材の確保のための備蓄やその他の選択肢
を評価する。これには季節的変動の影響または最
小備蓄量、必要に応じて、外部衝撃への耐性を高
め、価格変動を緩和するための共同調達やその他
の手段が含まれる。さらにEUは、国際協力の枠組
や特定国、隣接国、パートナー国と引き続き連携し、
市場の透明性を確保し、肥料や投入資材の供給の
多様化を促進し、相互利益のあるパートナーシッ
プを通じてこれらの国々への投資選択肢を模索し
ていく。
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令和８年度中酪定時会員総会・理事会の
概要

　本会議は６月23日開催の令和８年度定時会員総
会（WEBを併用したハイブリット開催）において、
令和７年度事業報告・決算等について協議し、原
案どおり承認された。また、退任届が提出された
菊池淳志専務理事の後任として本田光広氏を選任
し、総会後の理事会において、同氏の専務理事就
任が承認された（表参照）。

１．主催者挨拶
　会議開催に際して神農会長は、最近の酪農経営
をめぐる厳しい情勢や諸課題への本会議による取
組等について次のように述べた。
　酪農経営は、長引く生産コストの高止まりなど
により、厳しい状況が続いている。更に、中東情
勢をはじめとする地政学リスクによる影響は、物
流コストや関連資材の調達に影響を及ぼす恐れが
あり、未だ予断を許さない状況にある。こうした中、
指定団体の受託農家戸数は、直近３月の減少率が
マイナス５％と、ピーク時のマイナス7.6％に比べ
改善傾向にはあるものの、依然として高い水準が
続いている。国内生乳生産基盤の更なる縮小を回
避し、生乳の安定供給を図るためにも、引き続き
動向を注視していく必要がある。
　生乳需給は、６月に公表された直近の需給見通

しによれば、飲用等向けの需要は年間を通じて減
少傾向で推移する一方、生乳生産は、上期は減少
傾向であるものの、年度末に向けて前年並みに回
復すると予測されている。このため、第４四半期
の脱脂粉乳・バター等仕向け量は昨年度を上回り、
不需要期の生乳処理及び年度末の脱脂粉乳在庫量
の増加が懸念される状況にある。これらを踏まえ、

「酪農乳業需給変動対策特別事業」は、今年度10月
から令和９年度末までを「緊急対策期間」と位置
付け、需給ギャップの解消に集中的に取り組むこ
ととなった。本会議としても、これらの事業及び
各種対策の運営に関して、生産者団体として適切
に対応していく。
　農林水産省は、畜安法における規律の強化に向
け、生乳需給安定クロスコンプライアンスの対象
に2事業を追加した。政府与党においても、生産者
間の不公平感の是正に向け、酪農関係団体等への
ヒアリングが実施されるなど、一層の規律強化に
向けた動きもあり、これらの動向に留意し対応し
ていくことが重要。また、食料システム法の４月
１日施行をうけ、今後、秋口には認定団体による
飲用牛乳のコスト指標が公表される見込みである。
本会議としても構成員として、会員・関係団体と
連携しながら必要な対応を進めていく。

一般社団法人中央酪農会議　新役員名簿 
令和８年６月23日

役 職 名 氏      名 区      分 所   属   団   体   ・   役   職   名 備考
会 長 （非） 神農　佳人 中央会員 一般社団法人全国農業協同組合中央会　代表理事会長
副 会 長 （非） 隈部　洋 〃 全国酪農業協同組合連合会　代表理事会長
副 会 長 （非） 菊池　一郎 地方会員 関東　　関東生乳販売農業協同組合連合会　代表理事会長
専務理事 （常） 本田　光広 学識経験者 一般社団法人中央酪農会議　専務理事 新任
理 事 （非） 由井　琢也 中央会員 全国農業協同組合連合会　常務理事
理 事 （非） 本多　由和 〃 全国開拓農業協同組合連合会　代表理事専務
理 事 （非） 爲井　清文 〃 農林中央金庫　常務執行役員
理 事 （非） 近藤　修一 〃 全国共済農業協同組合連合会　常務理事
理 事 （非） 徳田　善一 地方会員 北海道　ホクレン農業協同組合連合会　代表理事副会長
理 事 （非） 伊藤　一成 〃 東北　　東北生乳販売農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非） 藤田　毅 〃 北陸　　北陸酪農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非） 鈴木　康弘 〃 東海　　東海酪農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非） 中川　泰宏 〃 近畿　　近畿生乳販売農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非） 檜尾　康知 〃 中国　　中国生乳販売農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非） 三瀬　寿登 〃 四国　　四国生乳販売農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非） 中村　隆馬 〃 九州　　九州生乳販売農業協同組合連合会　代表理事会長
理 事 （非）生源寺　眞一 学識経験者 東京大学名誉教授
監 事 （非） 藤間　則和 中央会員 一般社団法人全国農業協同組合中央会　常務理事
監 事 （非） 篠永　彰仁 地方会員 北海道　ホクレン農業協同組合連合会　酪農畜産事業本部本部長
監 事 （非） 迫田　孝 〃 関東　　関東生乳販売農業協同組合連合会　代表理事常務

（注）常：常勤　　非：非常勤
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２．令和７年度事業の概要
　酪農家が「誇り」、「やりがい」、「夢」を持てる
酪農産業の確立を目指し、生産コストの上昇等を
適切に生乳取引に転嫁できる環境整備などに取り
組んだ。農水省による各種制度の検討同行等を注
視しつつ、①生乳需給安定化対策、②指定団体の
組織機能強化・流通対策、③酪農理解醸成活動を
重点事項に事業を実施した。
　また、現行職員体制を基本に、公募事業の活用
等により効率的な事業運営に努めるとともに経費
削減や補助事業への適切な管理費配賦により、収
支均衡と財務体質の健全化を図った。

（１）国内生乳需給・生産基盤対策
１）国内農業政策・国際交渉等のへの対応
　４月の改正食料・農業基本法や酪肉近の公表を
踏まえ、本会議は酪農経営の生産性向上や生産数
量目標達成に向けた要請を実施した。また、「適切
な価格形成に関する協議会」や「飲用牛乳ワーキ
ンググループ」に関与し、合理的な価格形成制度
の構築に向け意見を述べるとともに、「飲用牛乳の
コスト指標作成推進委員会議」に参画した。

２）生乳需給安定化対策の実施
①　令和７年度生乳需給安定化対策の実施

　酪農経営や需給動向等が不透明な中、単年度
の需給安定化対策を実施した。また、国内市場
への供給は国産牛乳乳製品で行うことを基本に
出荷目標数量を設定した。このほか、期中での
適切な需給管理・対応、適切な輸入枠の設定・
運用が行われるための国への働きかけを行った。

②　令和８年度の生乳需給安定化対策の検討
　令和８年度は引き続き単年度の需給安定化対
策を実施するとともに、国内市場への供給は国
産牛乳乳製品で行うことを基本とした出荷目標
数量を設定することを決定した。
　また、指定団体が「酪農乳業需要変動対策特
別事業」に参画することを決定した。

（２）指定団体・の組織機能強化・流通対策
１）指定団体による生乳取引交渉を側面的に支援
するため、酪農経営や牛乳乳製品市場動向に関す
る必要な情報提供を実施するとともに、酪農経営
の厳しい現状について国民への理解醸成を図るた
め、受託農家戸数の戸数等の情報を公開した。

２）生乳受託販売体制構築支援
①　指定団体の組織、需給調整機能の強化、運営

への支援を実施したほか、指定団体が定める業
務推進計画（令和７年度目標）について、最終
年度の進歩状況や生乳受託体制に係る課題など
の把握を行った。さらに、令和８年度３月に一
部改正された畜産局通知に基づき、指定団体が
新たに策定する業務推進計画への対応の検討を
開始した。

②　畜産法に係る需給対応の不公平感の是正に向
け諸課題を訴えるとともに、農水省が「生産需

給安定クロスコンプライアンス」を導入したこ
とから、各指定団体で作成した拠出者リストを
取りまとめ提出した。

③　改正「物流効率化法」が４月に施行されたこ
とを受け、指定団体の対応等について情報提供
を行うとともに、特定事業者の指定が施行され
ることへの対応等に係る情報収集・提供を行っ
た。

３）指定団体の品質管理体制支援
①　生乳生産現場における記帳・記録の保管の徹

底及び業界関係者による支援を通じて生乳への
農薬残留事故等の発生防止が図られるよう、「生
乳の安全・安心の確保のための全国協議会」で
の取組方針に基づき、以下の取り組みを実施し
た。

ア　重点記帳項目及び重点指導項目の設定
イ　全国統一的な取組を推進するための要領の策

定及び「指導者検証用マニュアル」の改訂、提供。
ウ　農協、行政、乳業者等で構成する検証チーム

による巡回指導の実施。
エ　「令和８年度版生乳生産管理チェックシート」

の作成、希望団体等への配布。
オ　安全・安心の取組の必要性及びその意義の周

知徹底、関係者が一体となって取り組む事例を
共有する研修会の開催。

カ　安全・安心の取組の啓発資料の作成・データ
提供。国内外での家畜伝染病の発生状況、安全・
安心に関わる各種規制や懸念事項等の情報の収
集・提供。

②　関係団体等を通じて全国の獣医及び乳業者に
取組方針を共有するとともに、地域協議会への
参画や酪農家への指導等の協力を依頼した。ま
た、酪農乳業界で実施している農薬等に係る定
期的検査等に協力した。

③　生乳の風味の安定に係る飼料設計や適切な飼
養管理の重要性についての啓発・普及活　　動
に資するため、北海道大学が実施中の「乳牛健
全性向上に向けた生乳分析高度化事業（JRA畜
産振興事業）」に協力した。

④　みどりの食料システム戦略等を踏まえた業界
関係者が連携したポリシー設定への協力、農水
省設置の「AW専門的課題協議会畜種別専門委
員会」等への参加、環境負担低減に向けた取組
の「見える化」に向けた、畜産物（生乳）の温
室効果ガス簡易算定シート及びラベルの表示設
定に係る調査の協力などを行った。

４）情報の収集、提供及び機関誌の発行
　　酪農関係者等に対して、海外も含めた酪農関
連情報の収集、HP等を含めた各種媒体等による情
報提供、機関誌「中酪情報」の発行（年６回）等
を行った。

（３）酪農・国産牛乳乳製品理解促進広報事業
　以下により流通関係者も含めた業界内外への情
報の発信に努めた。
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　なお、江崎グリコ株式会社からは、同社が実施
した「ミルクを愛すキャンペーン」を通じて集まっ
た寄付金（約150万円）の贈呈が本会議に行われた。
１） 酪農収納支援等事業
　新規就農に関わる関係者のプラットフォームと
して、WEBサイト「酪農家になりたい」を運営し、
第三者継承への支援を行った。
　
２） 中央情報発信事業
① 酪農家（関係者）及び生活者対応として、酪農

家専門誌「ミルククラブ」を発行（年４回）し、
牧場、生産者組織、図書館等への配布、全国の
量販店への設置を行った。

② 生活者対応
ア　「ミルククラブ」読者を対象とした牧場体験ツ

アーの実施。
イ　量販店の担当者向け冊子「牛乳のコト」の発

行（３回）。
ウ　日本旅行を検討している外国人向けの日本の

牛乳についての情報の多言語旅行情
　　報サイトへの掲載。（英語・繫体字中国語・簡

体字中国語）
エ　“ミルク” の語呂にちなんだ “３月６日午後９

時”「ミルクの日のミルクの時間」の牛乳尽くし
のTV特別番組の放送。

オ　不需要期である３月に、対象牛乳２本以上の
購入で賞品が当たるマストバイキャンペーンの
実施（参加乳業メーカー13社・団体54商品）。

カ　「牛乳は生乳100％」を発信するポスター・チ
ラシの作成、関係団体への配布、東京メトロの
車内ビジョンでの動画配信。

キ　指定団体、全国連、関連団体や行政等が実施
するイベントへの協力・協賛、出店やツールの
提供等。

ク　報道関係者に対する、指定団体を中心とした
生乳の流通に係る制度や生乳需給に係る理解醸
成を図るためのメディア懇談会の開催。

３） 地域実践支援事業
　引き続き「酪農教育ファーム活動」を推進する
とともに、生産現場における飼養衛生管理基準や
感染症防疫マニュアルの順守について啓発した。
また、令和8年度からのファシリテーターの制度の
改正に対応するための猶予期間として、ファシリ
テーター等への制度見直しの周知徹底を行った。
なお、令和７年度末の認証牧場数は211牧場（前年
差４牧場減）、ファシリテーター数は489人（前年
差18人増）となった。さらに、引き続き地域交流
牧場全国連絡会の活動を支援した。

４）WEBを活用した情報発信等
　酪農・乳業関係者や消費者に対し、本会議が入
手・取りまとめ、分析等を行った各種情報を、ホー
ムページやメールマガジン、業界紙広告の媒体に
より発信し理解醸成・活動支援を実施した。

５）国産ナチュラルチーズの振興

　酪農家ブランドの国産乳製品の品質向上、新
たな販路の拡大等のための第15回ALL JAPANナ
チュラルチーズコンテスト・展示試食会（隔年開催）
及び令和５年度米国海外調査の報告会を開催した。

６）災害対応事業
　激甚指定された令和７年２月19日に発生した大
火による岩手県大船渡市の区域に係る災害及び８
月５日から９月21日までの間の豪雨及び暴風雨に
よる災害で被害を受けた酪農家への見舞金に99.9
万円を充てた。

７）放射能物質・風評被害対策
　放射能による風評被害等による国産牛乳乳製品
の需要低下や生乳需給の混乱を回避するため、生
乳自主検査への支援を継続し、東北地域に432万円
を助成した。

８）英国の酪農教育ファーム活動調査分析事業
　JRAの補助を受け、英国における酪農教育ファー
ムやAW食品認証等、持続可能な酪農の確立に向
けた先進的な取り組みの実態を把握するための現
地調査を実施（８月）し、報告書を取りまとめた。

（４）牛乳定着化・地域支援事業
　SNSを活用した酪農業への理解・応援獲得のた
めの情報発信や、地域のイベントで活用できるAR
クイズコンテンツの開発、ARゲームコンテンツ・
装飾キットの貸出を行った。また、共通ツール等
の作成・提供を行ったほか、JA全農Aコープや株
式会社イオンファンタジーと協業事業等を実施し
た。

（５）理解促進地域広報事業・牛乳等不需要期対応
事業
　地域での理解醸成活動等の推進、指定団体の役
割の啓発の取組等を実施できるよう、指定団体に
174百万円助成した。また、年末年始・年度末の不
需要期においては、脱脂粉乳やバターの在庫の積
み増し回避のため、指定団体が牛乳等を買い上げ
施設等に無償提供する取組等に対し29百万円の助
成を行った。

（６）酪農経営支援総合対策事業等
　令和７年度畜産振興事業のなかで「中小酪農等
対策事業」、「生乳流通体制合理化推進事業」、「畜
産経営災害総合対策緊急支援事業」、「国産牛舎乳
製品等需要拡大等事業」、「国産チーズ奨励事業」、

「乳用牛長命連産性向上緊急支援事業」、「生乳暑熱
対応推進緊急対策」に取り組み、生産現場での飼
養環境改善や暑熱対策等の取組、指定団体の実施
する生乳流通の更なる合理化、自然災害等の支援
を推進した。また「生乳生産者需要確保事業」に
取り組み、消費者等に対して理解醸成活動等を行
い国産牛乳乳製品の消費の維持、定着を図るため、
指定団体が行う理解醸成活動に対し補助を行った。



14 Japan Dairy Council No.624

SCHEDULE CALENDAR
中央酪農会議・関連団体スケジュール
指定団体スケジュール８月 Aug.

日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8
Jミルク：2026年度
第1回ISO/TC34/
SC5国内審議委員
会、14：30～、Jミル
ク会議室

中国：令和7年度中
国地区良質生乳
出 荷 者 表 彰 式 、
11：00～、ひるぜん
ジャージーランド

9 10 11 12 13 14 15
交牧連 東海ブロッ
ク：第 1 回 全 体 会
議、14：00～、名古
屋市

乳協：令和8年度牛
乳乳製品輸出関連
事業「Food Expo 
Pro（香港）」、香港

中国：第26回生乳
の安全安心中国地
域協議会、13：30
～ 岡山県農業共
済会館

16 17 18 19 20 21 22
実務責任者会議、
13：30～、中酪会
議室

JIDF：経済市場専
門分科会、14：00～、
Jミルク

23/30 24/31 25 26 27 28 29

九州：理事会、13：
00～

関東：第365回理
事会、11：00～、於：
東京ガーデンパレス
3階「天空」
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９月 Sep.
日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

30 31 1 2 3 4 5
JICA：ネパール・ブー
タン 視 察 団 研 修
会、9：30～、JICA
市ヶ谷

6 7 8 9 10 11 12
ミルククラブツアー、
谷牧場（京都）

実務責任者会議、
13：30～、中酪会
議室

13 14 15 16 17 18 19
第408回理事会・
臨時会員総会・第
409回理事会、13：
30～、KKRホテル
東京

Ｊミルク：第3回需給
委員会、13：00～、J
ミルク会議室

20 21 22 23 24 25 26

関東：第366回理事
会、13時30分～、
湯島夏目ビル地下
会議室

九州：理事会、13
時～

27 28 29 30 1 2 3
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DAIRY INFORMATION

酪農関係データ
令和８年度５月用途別販売実績（速報） 令和８年６月15日　一般社団法人 中央酪農会議

１）総受託乳量 ２）販売乳量（全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
5月 4-5月累計

指 定 団 体
5月 4-5月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北海道 347,379 98.2 683,810 98.6 北海道 347,379 98.2 683,810 98.6
青森 6,081 98.3 11,909 98.5
岩手 14,729 94.4 29,044 95.0
宮城 7,549 90.5 14,850 90.5
秋田 1,650 89.4 3,283 91.2
山形 4,440 99.5 8,793 100.5
福島 4,577 107.1 9,067 100.2

東北生乳販連 39,026 95.9 76,947 95.6 東北生乳販連 39,026 95.9 76,947 95.6
茨城 16,801 101.0 33,715 102.7
栃木 29,800 97.8 59,004 98.1
群馬 13,622 95.9 27,284 97.3
埼玉 3,202 94.7 6,380 95.8
千葉 17,106 98.3 33,869 98.2
東京 687 93.7 1,360 93.4

神奈川 1,802 89.2 3,607 89.5
山梨 1,129 99.4 2,229 99.4
静岡 7,242 96.6 14,425 97.1

関東生乳販連 91,391 97.8 181,873 98.5 関東生乳販連 91,391 97.8 181,873 98.5
新潟 2,686 92.7 5,328 92.5
富山 998 92.0 1,969 92.7
石川 1,293 93.1 2,572 93.5
福井 449 94.3 884 94.0

北陸酪連 5,426 92.8 10,754 92.9 北陸酪連 5,426 92.8 10,754 92.9
長野 6,640 97.6 13,065 97.8
岐阜 2,518 94.4 4,977 95.0
愛知 11,971 99.6 23,825 99.2
三重 4,673 99.8 9,277 100.4

東海酪連 25,801 98.6 51,145 98.6 東海酪連 25,801 98.6 51,145 98.6
滋賀 1,378 97.1 2,720 97.2
京都 1,398 93.8 2,751 93.2
大阪 659 91.5 1,315 91.3
兵庫 6,487 98.2 12,872 98.1
奈良 1,783 90.0 3,570 91.7

和歌山 390 103.2 763 101.9
近畿生乳販連 12,095 96.0 23,991 96.1 近畿生乳販連 12,095 96.0 23,991 96.1

鳥取 5,577 99.3 11,043 99.0
島根 6,916 102.7 13,750 103.1
岡山 8,403 98.3 16,652 97.9
広島 3,497 92.3 6,939 92.8
山口 1,316 97.7 2,599 97.1

中国生乳販連 25,709 98.8 50,983 98.7 中国生乳販連 25,709 98.8 50,983 98.7
徳島 1,825 98.7 3,648 99.0
香川 3,606 101.2 7,123 102.3
愛媛 2,011 96.9 3,974 95.8
高知 1,545 96.7 3,047 95.4

四国生乳販連 8,987 98.9 17,792 98.9 四国生乳販連 8,987 98.9 17,792 98.9
福岡 4,943 95.0 9,865 95.4
佐賀 1,005 97.0 2,005 96.8
長崎 2,747 98.9 5,485 99.2
熊本 22,750 102.0 45,328 102.3
大分 5,982 101.0 11,959 101.2
宮崎 5,508 91.0 10,952 90.2

鹿児島 5,366 98.5 10,812 99.1
九州生乳販連 48,303 99.1 96,406 99.3 九州生乳販連 48,303 99.1 96,406 99.3

都府県 256,737 97.8 509,890 98.0 都府県 256,737 97.8 509,890 98.0
合計 604,115 98.0 1,193,700 98.4 合計 604,115 98.0 1,193,700 98.4

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）中国は公共の乳量が含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３）飲用牛乳等向け ４）はっ酵乳等向け

指 定 団 体
5月 4-5月累計

指 定 団 体
5月 4-5月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 56,488 101.7 106,082 101.0 北 海 道 2,085 113.8 4,046 112.6
東北生乳販連 27,095 96.2 53,154 96.2 東北生乳販連 5,977 96.6 11,941 97.4
関東生乳販連 65,109 97.5 127,360 97.8 関東生乳販連 11,058 96.8 21,717 96.0
北 陸 酪 連 4,769 92.6 9,340 92.5 北 陸 酪 連 573 107.1 1,166 104.2
東 海 酪 連 20,694 99.5 39,712 98.5 東 海 酪 連 3,793 104.9 7,667 106.0
近畿生乳販連 11,424 96.3 22,619 96.8 近畿生乳販連 671 95.3 1,333 95.5
中国生乳販連 18,954 97.5 36,404 98.3 中国生乳販連 4,172 97.3 8,248 98.1
四国生乳販連 8,109 96.8 16,053 97.4 四国生乳販連 420 97.1 797 90.2
九州生乳販連 31,586 94.6 61,472 94.9 九州生乳販連 7,256 99.6 14,425 99.8
都 府 県 187,739 96.8 366,114 97.0 都 府 県 33,921 98.4 67,294 98.4
合 計 244,227 97.9 472,197 97.8 合 計 36,006 99.2 71,340 99.1

５）脱脂粉乳・バター等向け ６）液状乳製品向け（生クリーム等向け）

指 定 団 体
5月 4-5月累計

指 定 団 体
5月 4-5月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 142,561 95.0 285,643 95.8 北 海 道 104,865 97.9 206,269 98.8
東北生乳販連 5,342 94.5 10,654 91.1 東北生乳販連 483 85.3 931 90.1
関東生乳販連 14,163 100.1 30,659 103.7 関東生乳販連 919 93.4 1,858 93.1
北 陸 酪 連 54 42.7 186 65.1 北 陸 酪 連 24 85.7 50 82.3
東 海 酪 連 1,151 71.8 3,453 86.1 東 海 酪 連 67 92.0 125 89.2
近畿生乳販連 0 - 38 19.4 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 1,889 95.1 4,915 92.2 中国生乳販連 665 233.3 1,356 169.4
四国生乳販連 384 190.9 806 169.5 四国生乳販連 74 109.4 136 101.1
九州生乳販連 7,210 127.1 15,753 121.4 九州生乳販連 2,152 93.6 4,559 96.1
都 府 県 30,192 102.7 66,463 103.0 都 府 県 4,384 101.9 9,015 101.2
合 計 172,753 96.3 352,106 97.1 合 計 109,249 98.1 215,284 98.9

７）チーズ向け ８）全乳哺育向け

指 定 団 体
5月 4-5月累計

指 定 団 体
5月 4-5月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 41,379 105.5 81,769 105.1 北 海 道 0 - 0 -
東北生乳販連 130 87.0 267 93.8 東北生乳販連 0 - 0 -
関東生乳販連 142 110.7 279 106.7 関東生乳販連 0 - 0 -
北 陸 酪 連 6 90.6 13 95.8 北 陸 酪 連 0 - 0 -
東 海 酪 連 97 117.1 187 109.8 東 海 酪 連 0 - 0 -
近畿生乳販連 1 71.7 1 76.5 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 29 89.2 60 98.0 中国生乳販連 0 - 0 -
四国生乳販連 0 - 0 - 四国生乳販連 0 - 0 -
九州生乳販連 98 121.2 197 110.9 九州生乳販連 0 - 0 -
都 府 県 501 102.9 1,004 101.9 都 府 県 0 - 0 -
合 計 41,880 105.4 82,773 105.1 合 計 0 - 0 -

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）北海道の液状乳製品向け(生ｸﾘｰﾑ等向け）には、その他向けが含まれています。
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令和８年度６月用途別販売実績（速報） 令和８年７月15日　一般社団法人 中央酪農会議

１）総受託乳量 ２）販売乳量（全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
6月 4-6月累計

指 定 団 体
6月 4-6月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北海道 334,569 98.0 1,018,379 98.4 北海道 334,569 98.0 1,018,379 98.4
青森 5,963 101.6 17,872 99.5
岩手 14,019 96.4 43,063 95.4
宮城 6,983 89.1 21,833 90.0
秋田 1,576 94.3 4,859 92.2
山形 4,212 102.0 13,005 101.0
福島 4,285 106.5 13,352 102.1

東北生乳販連 37,038 97.3 113,985 96.1 東北生乳販連 37,038 97.3 113,985 96.1
茨城 15,782 105.4 49,497 103.6
栃木 27,867 98.5 86,871 98.3
群馬 12,706 96.7 39,990 97.1
埼玉 2,974 96.4 9,353 96.0
千葉 15,985 100.8 49,854 99.0
東京 644 96.3 2,004 94.3

神奈川 1,637 90.4 5,245 89.8
山梨 1,022 94.3 3,250 97.8
静岡 6,813 97.8 21,238 97.3

関東生乳販連 85,430 99.5 267,303 98.8 関東生乳販連 85,430 99.5 267,303 98.8
新潟 2,458 91.7 7,786 92.2
富山 910 89.9 2,879 91.8
石川 1,179 92.0 3,751 93.0
福井 408 92.9 1,292 93.7

北陸酪連 4,954 91.5 15,708 92.5 北陸酪連 4,954 91.5 15,708 92.5
長野 6,388 99.0 19,453 98.2
岐阜 2,328 93.6 7,305 94.5
愛知 11,018 101.3 34,843 99.9
三重 4,357 102.4 13,634 101.0

東海酪連 24,091 100.1 75,235 99.1 東海酪連 24,091 100.1 75,235 99.1
滋賀 1,280 96.8 4,001 97.1
京都 1,292 94.7 4,043 93.6
大阪 603 93.1 1,919 91.8
兵庫 5,984 99.5 18,856 98.6
奈良 1,691 91.4 5,260 91.6

和歌山 355 101.8 1,117 101.8
近畿生乳販連 11,205 97.1 35,196 96.4 近畿生乳販連 11,205 97.1 35,196 96.4

鳥取 5,183 99.6 16,226 99.2
島根 6,416 101.3 20,167 102.5
岡山 7,698 99.5 24,350 98.4
広島 3,329 93.7 10,268 93.1
山口 1,234 98.9 3,833 97.7

中国生乳販連 23,861 99.1 74,844 98.8 中国生乳販連 23,861 99.1 74,844 98.8
徳島 1,682 98.2 5,330 98.7
香川 3,379 103.0 10,502 102.5
愛媛 1,872 98.2 5,846 96.5
高知 1,428 99.4 4,475 96.6

四国生乳販連 8,360 100.3 26,153 99.3 四国生乳販連 8,360 100.3 26,153 99.3
福岡 4,596 96.4 14,461 95.7
佐賀 935 99.7 2,940 97.7
長崎 2,537 98.8 8,022 99.0
熊本 21,314 104.5 66,642 103.0
大分 5,523 102.4 17,482 101.6
宮崎 5,041 90.8 15,993 90.4

鹿児島 4,961 100.2 15,773 99.5
九州生乳販連 44,907 100.7 141,313 99.7 九州生乳販連 44,907 100.7 141,313 99.7

都府県 239,847 99.1 749,736 98.4 都府県 239,847 99.1 749,736 98.4
合計 574,415 98.5 1,768,115 98.4 合計 574,415 98.5 1,768,115 98.4

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）中国は公共の乳量が含まれています。
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３）飲用牛乳等向け ４）はっ酵乳等向け

指 定 団 体
6月 4-6月累計

指 定 団 体
6月 4-6月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 63,480 99.3 169,562 100.3 北 海 道 2,142 119.3 6,189 114.8
東北生乳販連 27,119 96.8 80,273 96.4 東北生乳販連 5,949 97.0 17,890 97.3
関東生乳販連 64,452 98.0 191,812 97.9 関東生乳販連 10,985 98.1 32,702 96.7
北 陸 酪 連 4,354 90.9 13,694 92.0 北 陸 酪 連 528 98.9 1,694 102.5
東 海 酪 連 19,806 99.6 59,518 98.9 東 海 酪 連 3,716 103.7 11,383 105.3
近畿生乳販連 10,582 97.2 33,201 96.9 近畿生乳販連 623 96.8 1,955 95.9
中国生乳販連 18,238 98.7 54,642 98.4 中国生乳販連 4,452 100.2 12,700 98.8
四国生乳販連 7,764 99.3 23,817 98.0 四国生乳販連 453 103.0 1,250 94.5
九州生乳販連 31,383 96.9 92,855 95.6 九州生乳販連 7,558 107.4 21,983 102.3
都 府 県 183,699 97.7 549,813 97.2 都 府 県 34,263 100.7 101,557 99.2
合 計 247,179 98.1 719,375 97.9 合 計 36,405 101.7 107,746 100.0

５）脱脂粉乳・バター等向け ６）液状乳製品向け（生クリーム等向け）

指 定 団 体
6月 4-6月累計

指 定 団 体
6月 4-6月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 131,460 95.8 417,103 95.8 北 海 道 99,642 98.6 305,911 98.7
東北生乳販連 3,289 101.4 13,942 93.4 東北生乳販連 551 100.0 1,481 93.5
関東生乳販連 8,936 113.8 39,595 105.8 関東生乳販連 923 102.0 2,781 95.9
北 陸 酪 連 48 82.8 234 68.0 北 陸 酪 連 19 74.3 68 79.9
東 海 酪 連 425 93.0 3,877 86.8 東 海 酪 連 58 95.2 184 91.0
近畿生乳販連 0 - 38 17.9 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 735 82.6 5,650 90.8 中国生乳販連 407 165.2 1,763 168.5
四国生乳販連 69 - 875 184.0 四国生乳販連 75 112.3 211 104.8
九州生乳販連 3,944 126.4 19,697 122.4 九州生乳販連 1,925 98.6 6,484 96.8
都 府 県 17,444 111.6 83,907 104.7 都 府 県 3,957 103.9 12,972 102.0
合 計 148,904 97.4 501,011 97.2 合 計 103,599 98.8 318,883 98.9

７）チーズ向け ８）全乳哺育向け

指 定 団 体
6月 4-6月累計

指 定 団 体
6月 4-6月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 37,845 101.6 119,614 104.0 北 海 道 0 - 0 -
東北生乳販連 131 99.9 398 95.7 東北生乳販連 0 - 0 -
関東生乳販連 135 98.0 413 103.7 関東生乳販連 0 - 0 -
北 陸 酪 連 5 78.8 18 90.2 北 陸 酪 連 0 - 0 -
東 海 酪 連 85 90.2 273 102.8 東 海 酪 連 0 - 0 -
近畿生乳販連 1 107.2 2 84.4 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 29 110.9 90 101.9 中国生乳販連 0 - 0 -
四国生乳販連 0 - 0 - 四国生乳販連 0 - 0 -
九州生乳販連 97 145.2 293 120.3 九州生乳販連 0 - 0 -
都 府 県 483 101.9 1,487 101.9 都 府 県 0 - 0 -
合 計 38,327 101.6 121,100 104.0 合 計 0 - 0 -

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）北海道の液状乳製品向け(生ｸﾘｰﾑ等向け）には、その他向けが含まれています。
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３．用途別販売実績の過去の推移

　⑴　実績数量 単位：千t

総受託乳量
①=②+⑨ 販売乳量計

②=⑦+⑧
全乳哺育向け

⑨飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+

⑤+⑥
チーズ向け

⑧

7年度 6,852.9 6,852.9 2,868.9 414.2 1,851.5 1,283.3 6,418.0 434.9 0.0
6 572.8 572.8 256.2 36.5 135.2 106.1 533.9 38.9 0.0
7 560.7 560.7 246.3 37.8 130.4 111.8 526.3 34.4 0.0
8 548.6 548.6 238.9 37.8 129.9 107.1 513.6 35.0 0.0
9 535.6 535.6 256.6 34.3 109.8 106.6 507.3 28.2 0.0

10 559.5 559.5 260.9 36.0 122.2 107.9 527.1 32.5 0.0
11 545.3 545.3 244.3 34.2 122.9 110.7 512.2 33.1 0.0
12 570.4 570.4 229.7 32.5 164.4 107.3 534.0 36.5 0.0
7.1 586.4 586.4 237.7 33.1 172.0 106.9 549.8 36.6 0.0

2 540.1 540.1 223.7 31.3 152.2 99.5 506.7 33.5 0.0
3 608.3 608.3 229.7 35.6 194.6 110.3 570.3 38.0 0.0

7.4 597.3 597.3 233.1 35.7 183.3 106.3 558.3 39.0 0.0
5 616.3 616.3 249.5 36.3 179.4 111.4 576.6 39.7 0.0
6 583.2 583.2 252.0 35.8 152.9 104.8 545.5 37.7 0.0
7 569.3 569.3 253.3 37.4 136.0 108.8 535.4 33.9 0.0
8 559.4 559.4 233.9 36.4 145.3 109.6 525.3 34.1 0.0
9 538.3 538.3 256.1 34.1 111.5 106.3 508.0 30.2 0.0

10 558.4 558.4 254.3 34.6 128.1 108.2 525.2 33.1 0.0
11 542.2 542.2 234.4 32.7 131.3 107.8 506.2 36.0 0.0
12 569.8 569.8 225.4 32.5 167.6 105.4 530.9 38.8 0.0
8.1 580.1 580.1 235.4 33.4 168.0 106.1 542.9 37.2 0.0

2 534.6 534.6 216.8 31.2 153.9 99.0 500.9 33.7 0.0
3 604.0 604.0 224.1 34.9 194.2 109.6 562.7 41.3 0.0

8.4 589.6 589.6 228.0 35.3 179.4 106.0 548.7 40.9 0.0
5 604.1 604.1 244.2 36.0 172.8 109.2 562.2 41.9 0.0
6 574.4 574.4 247.2 36.4 148.9 103.6 536.1 38.3 0.0

　⑵　前年同月比 単位：％

総受託乳量
①=②+⑨ 販売乳量計

②=⑦+⑧
全乳哺育向け

⑨飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+

⑤+⑥
チーズ向け

⑧

7年度 100.4 100.4 98.5 98.3 103.9 99.6 100.2 102.8 -
6 98.9 98.9 98.5 99.1 94.6 101.7 98.1 109.8 -
7 97.4 97.4 94.8 100.7 98.1 103.1 97.7 92.5 -
8 99.8 99.8 98.2 100.6 101.9 100.4 99.7 100.7 -
9 100.3 100.3 96.9 97.2 120.5 96.6 101.1 87.4 -

10 100.6 100.6 98.8 100.4 109.8 97.2 100.9 95.6 -
11 101.0 101.0 99.9 99.3 105.7 99.2 101.0 100.5 -
12 100.8 100.8 99.1 97.9 102.4 101.9 100.6 103.5 -
7.1 101.2 101.2 98.6 99.9 104.9 102.4 101.3 99.2 -

2 97.6 97.6 95.8 97.6 100.0 97.4 97.5 99.2 -
3 101.1 101.1 99.0 100.6 104.6 100.2 101.2 100.0 -

7.4 101.1 101.1 98.8 101.4 105.1 99.1 101.0 103.5 -
5 101.1 101.1 98.9 98.1 103.1 103.6 101.0 102.1 -
6 101.8 101.8 98.4 98.1 113.1 98.8 102.2 97.1 -
7 101.5 101.5 102.8 98.9 104.3 97.3 101.7 98.4 -
8 102.0 102.0 97.9 96.4 111.8 102.4 102.3 97.6 -
9 100.5 100.5 99.8 99.3 101.6 99.7 100.1 107.1 -

10 99.8 99.8 97.5 96.1 104.8 100.2 99.6 102.1 -
11 99.4 99.4 95.9 95.6 106.8 97.4 98.8 108.8 -
12 99.9 99.9 98.1 99.9 101.9 98.3 99.4 106.4 -
8.1 98.9 98.9 99.0 100.9 97.7 99.3 98.7 101.7 -

2 99.0 99.0 96.9 99.7 101.1 99.4 98.9 100.8 -
3 99.3 99.3 97.5 97.8 99.8 99.4 98.7 108.8 -

8.4 98.7 98.7 97.8 99.1 97.9 99.7 98.3 104.8 -
5 98.0 98.0 97.9 99.2 96.3 98.1 97.5 105.4 -
6 98.5 98.5 98.1 101.7 97.4 98.8 98.3 101.6 -

資料：中央酪農会議「用途別販売実績」
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69
.5

 
13

3.
7 

4
15

.2
 

98
.1

 
0.

0 
11

.8
 

10
1.

6 
3.

4 
73

.0
 

13
0.

5 

5
15

.1
 

97
.1

 
0.

0 
9.

4 
86

.3
 

5.
7 

78
.7

 
12

9.
8 

資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」、
（

独
）農

畜
産

業
振

興
機

構
調

べ
注

１
：

機
構

輸
入

量
は

、
検

収
受

け
入

れ
の

時
点

で
整

理
し

て
い

る
。

　
２

：
そ

の
他

の
輸

入
量

は
飼

料
用

、
沖

縄
用

、
学

給
用

、
航

空
機

用
（

本
邦

と
外

国
と

の
間

を
往

来
す

る
も

の
）、

　
　

　
見

本
市

販
売

用
お

よ
び

TP
P

な
ら

び
に

日
E

U
・

E
P

A
枠

の
輸

入
量

を
除

く
。

　
３

：
四

捨
五

入
の

関
係

で
端

数
は

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。
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DAIRY INFORMATION
　

⑵
　

バ
タ

ー
の

需
給

動
向

単
位

：
千

ｔ
、

％

生
産

量
輸

入
売

渡
し

消
費

量
過

不
足

在
庫

量
参

考
（

品
目

別
バ

タ
ー

在
庫

量
）

民
間

在
庫

量
合

計
業

務
用

家
庭

用
前

年
比

前
年

比
前

年
比

バ
ラ

そ
の

他
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比

7年
度

77
.5

 
10

6.
6 

10
.5

 
81

.4
 

97
.5

 
6.

6 
34

.0
 

12
5.

1 
32

.5
12

5.
7

21
.7

14
3.

3
9.

1
10

3.
4

1.
7

88
.2

4
7.

3 
11

0.
9 

0.
6 

6.
4 

82
.0

 
1.

5 
26

.0
 

89
.4

 
24

.6
87

.9
13

.8
83

.9
8.

8
91

.7
2.

0
10

2.
8

5
7.

1 
10

5.
5 

1.
3 

6.
5 

99
.7

 
2.

0 
27

.9
 

92
.0

 
26

.4
90

.3
14

.6
86

.6
9.

8
94

.9
2.

0
98

.1

6
5.

3 
93

.3
 

0.
9 

6.
2 

83
.8

 
0.

1 
28

.0
 

93
.8

 
26

.5
92

.3
14

.7
90

.8
9.

9
94

.1
2.

0
95

.5

7
5.

1 
99

.2
 

0.
8 

6.
2 

96
.9

 
-0

.3
 

27
.7

 
95

.2
 

26
.4

94
.0

14
.5

93
.9

9.
9

95
.7

2.
0

87
.1

8
5.

1 
10

0.
1 

1.
7 

7.
1 

10
4.

0 
-0

.3
 

27
.5

 
97

.8
 

26
.2

96
.6

14
.2

98
.2

9.
8

97
.5

2.
2

84
.6

9
4.

2 
12

6.
5 

0.
7 

6.
4 

92
.3

 
-1

.5
 

26
.0

 
10

0.
1 

24
.9

98
.8

13
.4

98
.1

9.
0

98
.7

2.
4

10
3.

2

10
5.

0 
11

6.
4 

0.
8 

7.
0 

11
0.

6 
-1

.2
 

24
.9

 
10

2.
0 

23
.9

10
1.

3
12

.7
10

0.
1

8.
7

10
1.

1
2.

5
10

8.
8

11
5.

0 
11

2.
9 

2.
3 

8.
6 

11
1.

3 
-1

.4
 

23
.5

 
10

9.
0 

22
.6

10
8.

0
12

.0
10

5.
7

8.
0

10
3.

5
2.

6
14

0.
8

12
6.

6 
10

7.
1 

1.
6 

9.
3 

10
5.

6 
-1

.1
 

22
.5

 
11

0.
7 

21
.5

10
9.

6
12

.1
11

1.
6

7.
4

10
2.

7
2.

0
12

7.
3

7.
 1

7.
4 

10
7.

1 
0.

7 
4.

9 
85

.7
 

3.
2 

25
.7

 
11

3.
1 

24
.6

11
2.

3
13

.6
11

7.
3

8.
5

10
3.

4
2.

4
11

9.
9

2
6.

3 
99

.6
 

0.
8 

6.
9 

96
.9

 
0.

2 
25

.9
 

11
1.

5 
24

.7
11

1.
2

14
.2

11
8.

8
8.

7
10

2.
3

1.
8

10
2.

5

3
8.

3 
10

6.
2 

1.
1 

8.
1 

10
9.

9 
1.

2 
27

.2
 

11
1.

2 
25

.8
11

1.
1

15
.2

11
6.

8
8.

8
10

2.
9

1.
9

10
8.

8

4
7.

7 
10

6.
2 

1.
1 

6.
6 

10
3.

1 
2.

3 
29

.5
 

11
3.

7 
28

.0
11

4.
0

16
.6

12
1.

0
9.

1
10

4.
2

2.
2

10
8.

7

5
7.

4 
10

3.
9 

0.
9 

6.
7 

10
3.

4 
1.

6 
31

.1
 

11
1.

5 
29

.7
11

2.
6

18
.0

12
3.

2
9.

5
97

.5
2.

2
10

8.
8

6
6.

4 
11

9.
9 

0.
7 

6.
2 

99
.7

 
0.

9 
32

.0
 

11
4.

2 
30

.5
11

5.
1

18
.8

12
8.

2
9.

8
99

.2
1.

9
96

.6

7
5.

5 
10

7.
1 

0.
9 

6.
2 

99
.6

 
0.

2 
32

.3
 

11
6.

3 
31

.0
11

7.
3

18
.8

12
9.

9
10

.0
10

0.
7

2.
2

10
8.

3

8
5.

8 
11

3.
2 

0.
9 

6.
4 

90
.3

 
0.

3 
32

.6
 

11
8.

5 
31

.3
11

9.
6

19
.0

13
4.

6
10

.0
10

2.
5

2.
2

10
0.

2

9
4.

5 
10

7.
5 

0.
6 

6.
3 

99
.6

 
-1

.3
 

31
.3

 
12

0.
4 

30
.2

12
1.

4
18

.6
13

8.
2

9.
5

10
5.

6
2.

0
86

.4

10
5.

3 
10

4.
8 

1.
1 

6.
8 

97
.4

 
-0

.5
 

30
.9

 
12

4.
0 

29
.8

12
4.

7
18

.6
14

6.
6

9.
2

10
5.

1
2.

0
82

.0

11
5.

5 
11

0.
7 

1.
1 

7.
5 

86
.6

 
-0

.9
 

30
.0

 
12

7.
5 

29
.1

12
8.

4
18

.3
15

2.
4

8.
7

10
8.

8
2.

0
78

.1

12
7.

1 
10

6.
4 

1.
2 

9.
1 

98
.5

 
-0

.8
 

29
.2

 
12

9.
6 

28
.2

13
0.

9
18

.4
15

1.
6

8.
1

10
9.

4
1.

7
85

.9

8.
 1

7.
3 

98
.3

 
0.

5 
5.

4 
10

8.
9 

2.
5 

31
.7

 
12

3.
3 

30
.5

12
4.

1
19

.5
14

4.
0

8.
7

10
2.

4
2.

2
89

.8

2
6.

6 
10

6.
2 

1.
1 

6.
8 

97
.4

 
1.

0 
32

.7
 

12
6.

2 
31

.4
12

7.
0

20
.5

14
3.

8
9.

0
10

4.
2

1.
9

10
4.

3

3
8.

5 
10

2.
4 

0.
4 

7.
6 

93
.5

 
1.

3 
34

.0
 

12
5.

1 
32

.5
12

5.
7

21
.7

14
3.

3
9.

1
10

3.
4

1.
7

88
.2

4
7.

9 
10

1.
4 

0.
7 

6.
5 

98
.9

 
2.

1 
36

.1
 

12
2.

3 
34

.4
12

3.
0

23
.0

13
8.

0
9.

4
10

3.
1

2.
1

93
.1

5
7.

4 
99

.8
 

0.
6 

6.
0 

90
.1

 
2.

0 
38

.1
 

12
2.

2 
36

.3
12

2.
5

24
.2

13
4.

7
9.

9
10

3.
6

2.
3

10
4.

9

注
１

：
機

構
輸

入
量

は
、

検
収

受
け

入
れ

の
時

点
で

整
理

し
て

い
る

。
　

２
：

そ
の

他
の

輸
入

量
は

飼
料

用
、

沖
縄

用
、

学
給

用
、

航
空

機
用

（
本

邦
と

外
国

と
の

間
を

往
来

す
る

も
の

）、
　

　
　

見
本

市
販

売
用

お
よ

び
TP

P
な

ら
び

に
日

E
U

・
E

P
A

枠
の

輸
入

量
を

除
く

。
　

３
：

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

は
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。

注
１

：
国

内
乳

業
メ

ー
カ

ー
等

13
社

。
　

２
：

生
産

量
・

消
費

量
は

、
バ

ラ
バ

タ
ー

か
ら

ポ
ン

ド
・

シ
ー

ト
な

ど
に

改
装

し
た

数
量

を
含

む
。

　
３

：
輸

入
量

は
機

構
輸

入
分

の
み

で
、

数
量

に
つ

い
て

は
売

渡
し

及
び

検
収

月
で

計
上

し
て

い
る

。
　

４
：

消
費

量
は

、「
生

産
量

」
+「

輸
入

量
」

-「
在

庫
増

減
量

」
で

算
出

。
　

５
：

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

は
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

６
：

20
22

年
12

月
の

消
費

量
と

月
末

在
庫

量
に

つ
い

て
は

、
デ

ー
タ

提
供

元
の

数
値

修
正

に
　

　
　

伴
い

、
20

23
年

３
月

７
日

公
表

分
よ

り
値

が
変

更
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
留

意
さ

れ
た

い
。
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５
．

主
要

乳
製

品
の

価
格

動
向

（
農

水
省

生
産

局
）

単
位

：
円

、
％

区
　

分
バ

タ
－

（
原

料
も

の
）

脱
脂

粉
乳

全
脂

加
糖

練
乳

脱
脂

加
糖

練
乳

全
粉

乳
価

格
（

1K
g）

前
年

比
価

格
（

25
K

g）
前

年
比

価
格

（
24

.5
K

g）
前

年
比

価
格

（
25

.5
K

g）
前

年
比

価
格

（
25

K
g）

前
年

比

令
和

7年
度

平
均

1,
73

6
10

7.
2

19
,9

77
10

1.
9

12
,4

83
10

3.
2

11
,6

62
10

3.
4

27
,3

00
10

2.
8

6.
 4

1,
62

0
10

9.
2

19
,5

93
10

3.
1

12
,0

39
10

7.
5

11
,2

15
10

7.
9

26
,5

73
10

3.
8

5
1,

62
3

10
7.

9
19

,6
01

10
1.

0
12

,1
03

10
2.

4
11

,2
83

10
1.

8
26

,5
70

10
1.

3

6
1,

62
0

10
7.

3
19

,5
86

10
0.

8
12

,1
03

10
1.

5
11

,2
83

10
1.

3
26

,5
53

99
.9

7
1,

62
3

10
7.

3
19

,5
96

10
0.

5
12

,1
03

10
1.

5
11

,2
84

10
0.

9
26

,5
68

10
0.

0

8
1,

62
3

10
6.

6
19

,5
95

10
0.

1
12

,1
03

10
1.

4
11

,2
84

10
0.

9
26

,5
57

99
.9

9
1,

62
1

10
6.

5
19

,6
04

10
0.

1
12

,1
01

10
1.

1
11

,2
85

10
0.

9
26

,5
55

99
.9

10
1,

61
8

10
6.

3
19

,6
04

10
0.

0
12

,1
05

10
1.

0
11

,2
84

10
0.

9
26

,5
60

99
.9

11
1,

61
8

10
6.

3
19

,6
22

10
0.

1
12

,1
03

10
0.

8
11

,2
84

10
0.

6
26

,5
65

99
.9

12
1,

61
8

10
4.

4
19

,6
30

10
0.

1
12

,1
02

10
0.

8
11

,2
85

10
0.

6
26

,5
79

10
0.

0

7.
 1

1,
61

7
10

1.
7

19
,6

37
10

0.
2

12
,1

02
10

0.
8

11
,2

85
10

0.
6

26
,5

65
99

.9

2
1,

61
8

10
1.

6
19

,6
31

10
0.

2
12

,1
03

10
0.

5
11

,2
85

10
0.

6
26

,5
66

99
.9

3
1,

61
7

10
0.

1
19

,6
27

10
0.

2
12

,1
01

10
0.

5
11

,2
84

10
0.

6
26

,5
66

10
0.

0

7.
 4

1,
62

2
10

0.
1

19
,6

38
10

0.
2

12
,1

15
10

0.
6

11
,2

84
10

0.
6

26
,5

77
10

0.
0

5
1,

62
1

99
.9

19
,6

42
10

0.
2

12
,1

23
10

0.
2

11
,2

84
10

0.
0

26
,5

74
10

0.
0

6
1,

74
3

10
7.

6
20

,0
43

10
2.

3
12

,4
92

10
3.

2
11

,7
25

10
3.

9
27

,3
53

10
3.

0

7
1,

76
3

10
8.

6
20

,0
64

10
2.

4
12

,5
18

10
3.

4
11

,7
34

10
4.

0
27

,4
55

10
3.

3

8
1,

76
3

10
8.

6
20

,0
99

10
2.

6
12

,5
52

10
3.

7
11

,7
34

10
4.

0
27

,4
65

10
3.

4

9
1,

76
4

10
8.

8
20

,0
95

10
2.

5
12

,5
55

10
3.

8
11

,7
34

10
4.

0
27

,4
62

10
3.

4

10
1,

76
1

10
8.

8
20

,1
02

10
2.

5
12

,5
54

10
3.

7
11

,7
33

10
4.

0
27

,4
00

10
3.

2

11
1,

76
4

10
9.

0
20

,0
63

10
2.

2
12

,5
49

10
3.

7
11

,7
33

10
4.

0
27

,3
96

10
3.

1

12
1,

75
5

10
8.

5
20

,0
46

10
2.

1
12

,5
58

10
3.

8
11

,7
33

10
4.

0
27

,3
96

10
3.

1

8.
 1

1,
76

0
10

8.
8

20
,0

17
10

1.
9

12
,5

49
10

3.
7

11
,7

33
10

4.
0

27
,5

43
10

3.
7

2
1,

76
0

10
8.

8
19

,9
59

10
1.

7
12

,5
49

10
3.

7
11

,7
33

10
4.

0
27

,4
66

10
3.

4

3
1,

75
3

10
8.

4
19

,9
57

10
1.

7
12

,6
87

10
4.

8
11

,7
89

10
4.

5
27

,5
13

10
3.

6

8.
 4

1,
81

8
11

2.
1

20
,1

33
10

2.
5

12
,8

12
10

5.
8

12
,1

08
10

7.
3

27
,9

42
10

5.
1

5
1,

85
7

11
4.

6
20

,1
49

10
2.

6
12

,8
91

10
6.

3
12

,1
71

10
7.

9
27

,8
71

10
4.

9

資
料

：
農

林
水

産
省

「
乳

製
品

価
格

の
動

向
」

　
注

：
価

格
は

大
口

需
要

者
向

け
販

売
価

格
で

あ
る

。
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DAIRY INFORMATION
６

．
乳

製
品

の
輸

入
状

況
（

令
和

8
年

5
月

）

区
　

分
生

乳
換

算
率

令
和

8年
5月

単
月

C
IF

平
均

単
価

円
／

kｇ
 

下
段

前
年

令
和

8年
1～

5月
累

計
C

IF
平

均
単

価
円

／
kｇ

 
下

段
前

年
輸

入
量

（
ト

ン
）

輸
入

金
額

（
千

円
）

生
乳

換
算

（
ト

ン
）

輸
入

量
（

ト
ン

）
輸

入
金

額
（

千
円

）
生

乳
換

算
（

ト
ン

）
前

月
比

（
％

）
前

年
比

（
％

）
前

年
比

（
％

）

脱
脂

粉
乳

（
学

乳
）

6.
5

36
17

,9
79

23
4

―
66

.8
49

9.
8

23
3

11
3,

93
1

1,
51

5
92

.7
48

8.
9

49
1.

6
47

7.
0

脱
脂

粉
乳

（
飼

料
）

6.
5

1,
93

1
78

0,
10

0
12

,5
52

1,
73

4.
7

77
.9

40
4.

0
9,

75
9

3,
95

6,
38

4
63

,4
31

98
.0

40
5.

4
38

5.
2

38
0.

6

脱
脂

粉
乳

（
そ

の
他

）
6.

5
93

53
,9

26
60

7
60

.9
57

.7
57

7.
6

3,
16

4
1,

52
7,

55
1

20
,5

68
10

5.
4

48
2.

8
56

4.
0

45
8.

0

全
脂

粉
乳

9.
1

―
―

―
―

―
―

0
0

0
―

―
―

―

全
脂

無
糖

練
乳

3
0

28
1

1
―

8.
5

1,
40

5.
0

44
7

44
9,

40
5

1,
34

1
72

.7
10

05
.6

1,
29

1.
9

98
4.

5

全
脂

加
糖

練
乳

2.
79

2
88

1
5

―
49

.9
47

8.
8

9
4,

32
5

26
12

4.
8

47
0.

1
41

7.
5

41
4.

2

ホ
エ

イ
3.

4
3,

32
6

1,
25

3,
87

8
11

,3
07

1,
78

8.
0

88
.7

37
7.

0
18

,1
48

7,
84

4,
08

6
61

,7
05

93
.6

43
2.

2
29

5.
9

37
5.

6

バ
タ

ー
12

.3
4

97
5

86
8,

34
2

12
,0

28
10

4.
1

10
7.

0
89

0.
9

7,
35

7
8,

18
8,

76
1

90
,7

87
10

4.
7

1,
11

3.
0

1,
15

9.
6

1,
14

1.
7

ナ
チ

ュ
ラ

ル
チ

ー
ズ

12
.6

5
20

,5
00

16
,6

32
,6

73
25

9,
32

8
70

.3
97

.8
81

1.
3

98
,4

37
81

,9
78

,4
03

1,
24

5,
23

2
98

.7
83

2.
8

77
1.

5
76

7.
4

プ
ロ

セ
ス

チ
ー

ズ
11

.2
9

53
0

59
0,

56
0

5,
98

6
11

4.
7

92
.7

1,
11

3.
9

2,
64

7
2,

91
4,

96
8

29
,8

80
82

.4
1,

10
1.

4
93

4.
2

94
4.

0

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
2.

5
51

5
41

6,
11

5
1,

28
7

47
.1

84
.1

80
8.

2
3,

71
5

2,
75

2,
29

5
9,

28
6

15
3.

8
74

0.
9

71
7.

5
71

8.
0

乳
  糖

3.
24

5,
85

2
1,

72
4,

05
4

18
,9

62
84

.4
80

.2
29

4.
6

31
,8

29
8,

90
3,

45
4

10
3,

12
6

94
.1

27
9.

7
22

1.
7

21
8.

3
コ

コ
ア

調
製

品
（

加
糖

の
も

の
）

8
16

5
23

0,
18

9
1,

31
8

16
8.

8
17

3.
2

1,
39

7.
0

70
8

74
9,

10
8

5,
66

5
12

5.
4

10
58

.0
1,

30
3.

8
11

55
.2

コ
コ

ア
調

製
品

（
無

糖
の

も
の

）
8

17
1

18
7,

76
0

1,
36

5
20

8.
8

23
3.

7
1,

10
0.

2
76

1
1,

15
3,

91
5

6,
08

9
52

.4
15

16
.2

1,
16

5.
0

10
15

.5

調
製

食
用

脂
10

.5
4

69
2

70
6,

32
9

7,
29

6
1,

69
1.

9
70

.5
1,

02
0.

4
6,

23
9

7,
25

5,
15

3
65

,7
57

88
.9

11
62

.9
1,

03
5.

5
11

17
.1

調
製

食
用

脂
（

低
乳

脂
肪

）
4.

52
52

54
,1

26
23

4
29

5.
6

78
.0

1,
04

3.
3

18
4

19
0,

85
3

83
2

61
.8

10
36

.3
90

3.
9

87
7.

9
粉

乳
調

製
品

（
ベ

ー
カ

リ
ー

製
品

用
）

1.
62

10
7

23
,5

35
17

3
77

.8
47

.8
22

0.
7

93
9

22
3,

26
1

1,
52

1
75

.0
23

7.
8

24
9.

1
21

1.
0

粉
乳

調
製

品
（

そ
の

他
）

1.
62

6,
54

5
1,

81
8,

25
6

10
,6

03
10

0.
7

88
.6

27
7.

8
38

,8
86

12
,0

71
,0

52
62

,9
95

90
.7

31
0.

4
26

3.
4

31
4.

0

カ
ゼ

イ
ン

3.
24

79
2

1,
36

9,
18

4
2,

56
7

88
.2

86
.3

1,
72

8.
4

4,
32

2
7,

54
6,

98
2

14
,0

04
86

.3
1,

74
6.

1
1,

64
0.

7
1,

68
1.

6

合
　

  計
42

,2
84

26
,7

28
,1

68
34

5,
85

2
80

.7
94

.6
22

7,
78

4
14

7,
82

3,
88

7
1,

78
3,

76
0

97
.3

作
成

：
一

般
社

団
法

人
中

央
酪

農
会

議
資

料
：「

日
本

貿
易

統
計

」
注

１
）

生
乳

換
算

率
は

、
調

製
食

用
脂

及
び

コ
コ

ア
調

製
品

の
成

分
が

一
様

で
な

い
こ

と
か

ら
、

本
会

議
が

推
定

し
、

固
定

化
し

て
使

用
し

て
い

る
。

注
２

）
対

前
年

比
は

、
生

乳
換

算
ベ

ー
ス

で
行

っ
て

い
る

。
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７
．

粗
飼

料
の

輸
入

状
況

（
令

和
8

年
5

月
）

区
　

分

令
和

8年
5月

単
月

C
IF

平
均

単
価

円
/k

g
中

段
前

月
下

段
前

年

令
8年

1～
5月

累
計

C
IF

平
均

単
価

円
/k

g
中

段
前

年
同

期
輸

入
量

（
ト

ン
）

輸
入

金
額

（
千

円
）

輸
入

量
（

ト
ン

）
輸

入
金

額
（

千
円

）
前

月
比

（
％

）
前

年
比

（
％

）
前

年
比

（
％

）

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
ヘ

イ
・

キ
ュ

ー
ブ

（
12

14
.9

0-
01

0）

6,
90

6
94

.3
 

84
.1

 
41

0,
05

8
59

.4
 

33
,8

12
89

.3
 

2,
02

2,
39

6
59

.8
 

60
.1

 
55

.9
 

53
.2

 

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
ヘ

イ
・

ペ
レ

ッ
ト

（
12

14
.1

0-
00

0）

7,
04

1
16

5.
7 

95
.3

 
35

5,
08

2
50

.4
 

23
,3

31
81

.1
 

1,
16

2,
26

3
49

.8
 

52
.8

 
50

.7
 

48
.1

 

ビ
ー

ト
パ

ル
プ

・
ペ

レ
ッ

ト
（

23
03

.2
0-

00
0）

13
,0

19
85

.3
 

56
.5

 
66

3,
43

9
51

.0
 

83
,9

35
10

9.
9 

4,
11

3,
35

9
49

.0
 

49
.8

 
42

.7
 

41
.5

 

稲
わ

ら
（

12
13

.0
0-

00
0）

26
,7

53
85

.3
 

88
.0

 
1,

20
6,

37
9

45
.1

 
14

3,
27

3
99

.1
 

6,
34

7,
61

3
44

.3
 

43
.9

 
46

.1
 

42
.7

 

そ
の

他
牧

草
（

12
14

.9
0-

09
0）

14
9,

89
2

11
0.

1 
83

.9
 

8,
87

2,
47

6
59

.2
 

68
3,

65
2

94
.7

 
39

,8
05

,0
10

58
.2

 

58
.9

 
55

.1
 

52
.6

 

ふ
す

ま
（

23
02

.3
0-

00
0）

7,
73

1
―

95
.9

 
31

4,
30

1
40

.7
 

30
,7

84
10

9.
7 

1,
10

9,
51

0
36

.0
 

35
.3

 
31

.9
 

28
.6

 

綿
実

（
12

07
.2

0-
00

0）

―
―

―
―

―
0

―
0

―

―
―

―

資
料

：
日

本
貿

易
統

計
注

）
前

月
比

と
前

年
比

は
数

量
ベ

ー
ス

で
あ

る
。
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DAIRY INFORMATION
８

．
家

計
消

費
の

動
向

（
全

国
・

１
人

当
た

り
）

暦
年

・
月

牛
　

乳
ヨ

－
グ

ル
ト

粉
ミ

ル
ク

バ
タ

－
チ

－
ズ

金
額

（
円

）
数

量
（

20
0c

c,
本

）
金

額
（

円
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

7年
度

5,
55

1
10

2.
1

11
5.

6
98

.9
5,

15
1

10
4.

8
38

3.
2

12
5.

0
-

-
52

4.
9

11
1.

1
19

8.
6

10
0.

7
2,

51
4.

6
10

3.
0

1,
19

5.
5

10
1.

4

3
44

9
97

.5
9.

6
10

0.
0

42
8.

1
10

2.
7

27
.8

92
.3

-
-

44
.1

10
0.

3
18

.1
10

0.
3

21
2.

2
97

.3
10

0.
3

96
.3

4
43

5
95

.4
9.

5
97

.0
41

1.
5

10
3.

4
31

.3
12

8.
6

-
-

39
.6

10
3.

6
14

.9
10

0.
0

21
2.

2
10

3.
6

10
1.

0
10

4.
3

5
44

5
95

.7
9.

7
96

.2
42

0.
6

10
4.

2
35

.5
15

7.
5

-
-

44
.6

10
7.

0
17

.1
98

.3
21

6.
0

10
4.

2
10

2.
4

97
.4

6
46

4
10

1.
3

9.
8

99
.5

42
5.

4
10

5.
2

32
.8

14
5.

1
-

-
41

.5
11

0.
6

17
.4

11
4.

0
20

3.
5

10
2.

3
10

1.
0

10
0.

3

7
48

8
10

0.
2

10
.4

99
.8

43
3.

1
10

6.
5

33
.4

15
2.

9
-

-
36

.2
10

9.
9

13
.6

97
.8

19
2.

0
99

.4
91

.6
98

.1

8
51

3
10

3.
6

10
.5

97
.6

44
1.

8
10

9.
1

38
.7

12
5.

2
-

-
38

.7
11

2.
5

14
.6

95
.8

21
2.

9
10

7.
0

96
.5

99
.3

9
49

9
10

3.
0

10
.3

99
.7

42
4.

0
10

5.
0

42
.2

17
1.

0
-

-
40

.8
11

1.
8

15
.3

10
0.

3
19

6.
2

10
1.

6
94

.8
10

0.
0

10
49

3
10

7.
7

10
.1

10
2.

1
43

9.
4

10
4.

6
26

.8
99

.1
-

-
44

.9
11

7.
7

16
.0

98
.2

20
6.

6
10

5.
3

96
.2

98
.2

11
46

3
10

8.
9

9.
3

10
2.

1
44

2.
9

11
0.

9
33

.1
12

2.
2

-
-

44
.6

11
4.

7
16

.7
10

0.
3

20
8.

4
10

1.
2

10
1.

7
10

5.
4

12
46

3
10

3.
2

9.
5

99
.1

43
3.

8
10

0.
3

29
.6

10
0.

3
-

-
55

.4
11

5.
6

20
.9

10
2.

0
24

7.
7

10
2.

4
11

7.
4

10
6.

7

8.
 1

43
1

10
2.

8
8.

8
96

.5
42

2.
0

99
.6

27
.9

10
0.

3
-

-
41

.5
11

7.
1

15
.0

10
2.

7
19

8.
3

10
2.

9
92

.0
99

.6

2
41

2
10

4.
2

8.
4

10
1.

6
41

5.
0

10
6.

6
25

.4
12

4.
2

-
-

50
.9

10
8.

5
19

.2
10

0.
3

19
6.

9
10

0.
9

94
.1

10
0.

0

3
44

6
99

.4
9.

2
95

.8
44

1.
8

10
3.

2
26

.5
95

.3
-

-
46

.3
10

5.
1

17
.8

98
.4

22
4.

0
10

5.
6

10
6.

6
10

6.
3

4
43

5
99

.9
8.

7
92

.4
43

7.
4

10
6.

3
19

.2
61

.5
-

-
40

.2
10

1.
6

15
.4

10
3.

0
21

7.
5

10
2.

5
10

2.
1

10
1.

0

5
45

9
10

3.
3

9.
3

96
.7

44
4.

4
10

5.
7

23
.8

66
.9

-
-

43
.7

98
.0

16
.4

96
.3

22
0.

3
10

2.
0

10
8.

7
10

6.
2

参
　

考

暦
年

・
月

牛
　

肉
米

（
う

る
ち

米
）

生
　

鮮
　

野
　

菜
マ

ー
ガ

リ
ン

消
費

支
出

食
料

費

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

kg
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

総
額

（
円

）
金

額
（

円
）

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

7年
度

7,
37

5
10

1.
4

1,
89

0
99

.4
15

,1
78

14
1.

7
21

.5
10

2.
5

26
,7

63
99

.6
52

,3
05

10
3.

6
22

9.
2

10
6.

0
23

8.
9

99
.4

1,
31

1,
25

0
10

3.
5

39
9,

56
9

10
5.

4

3
54

4
92

.3
14

8
91

.3
1,

11
4

18
5.

1
1.

52
97

.9
2,

40
6

11
3.

9
4,

38
3

99
.5

19
.4

95
.2

20
.8

84
.8

11
7,

78
9

10
6.

8
33

,5
03

10
7.

0

4
56

2
10

1.
0

15
2

97
.6

1,
23

1
20

1.
4

1.
56

10
2.

7
2,

32
2

10
5.

1
4,

42
9

10
5.

1
20

.1
10

3.
6

22
.2

10
3.

2
11

3,
09

6
10

4.
0

31
,0

72
10

6.
8

5
61

1
98

.1
15

5
93

.6
1,

22
2

18
5.

9
1.

60
94

.6
2,

28
4

99
.2

4,
69

8
10

6.
8

20
.2

10
7.

8
21

.3
90

.0
11

0,
13

4
10

9.
3

32
,8

24
10

8.
0

6
55

6
99

.5
15

2
10

2.
2

1,
18

3
17

6.
5

1.
59

98
.4

2,
20

2
99

.8
4,

30
9

97
.8

19
.5

10
8.

1
20

.2
10

2.
1

10
2,

93
3

10
5.

5
31

,3
42

10
5.

4

7
55

3
10

2.
5

15
3

10
6.
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編 集 後 記 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　わが国の酪農家戸数は減少傾向が続いており、農林水産省「畜
産統計」によると、全国の乳用牛成畜飼養戸数（2025年２月１
日現在）は前年比5.0％の減少で11,100戸（北海道：4,830戸、
都府県：6,270戸）となりました。持続可能な力強い酪農を実現
していくためには、酪農の内外からの新規就農を促進し、世代間
バランスの取れた産業構造にしていくことが重要であると言われ
ています。
　酪農家戸数の減少に歯止めがかからない状況の背景には、経営
者の世代交代（事業の承継）が困難であることが指摘されていま
すが、その実態はどうなっているのでしょうか。この問題を解
決するヒントは、日本政策金融公庫農林水産事業が融資先の担い
手農業者を対象に実施した「農業景況調査（2026年１月調査）」
における特別調査（「今後の事業承継の意向」や「課題」などに
関する調査）から得られるのではないでしょうか。
　同調査によると、今後の事業承継の意向については、後継者候
補がいる経営体の承継先のうち「親族へ承継」の占める割合が突
出（個人経営：45.0％、法人経営：31.0％）していました。ま
た、事業承継における課題については、「経営ノウハウ、生産技
術の承継」（北海道：53.4％、都府県：51.9％）の割合が最も高
く、次いで「事業の将来性が不安」（北海道：43.0％、都府県：
50.5％）が高くなりました。




